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Ⅰ

「白と黒が調和するとどうなると思う？

　灰色かな？」

　男が男の声で呟くように問い掛ける。問い掛けられたのは一人の男だ。リノリウム張りの床に白い天井で、装飾物は壊れた時計と白色蛍光灯の他は何もないその部屋に二人はいた。問い掛けた男は自分が縄縛りにした眼下の男を見据えている。

「……」

縛られた男はなにも答えない。彼は白髪の目立ち、年は５０代前半と伺えるが、自分の置かれた境遇に恐怖しているためかやや老けて見える。身なりの立派さからある程度の高給取である事が推測されるがそれもそのはず、彼は機械部品輸入会社の大手『ｒａｇｎａ』の代表取締役を務めているのである。年収は優に一億を超え、アメリカの機械業者との関係も厚く、その為、経営も順調であり、正に順風満帆といえた。少なくとも今日までは。

「もう一度いうよ。菅原さん」

　縛られた男を菅原と呼んだ男は右手に黒い銃を持っている。それを菅原の前で嫌味の様にちらつかせながら男は台詞を続ける。

「白と黒を……」

「ふざけるな！」

　菅原は眼前の男でなく、銃を睨みつけながら怒鳴った。ここは東京のプリンスホテルの倉庫である。倉庫といっても然し、置かれている物は何もない。菅原が大きな声を出そうとも誰も来ない所を見ると、この部屋の壁は十分に厚いようだ。尤も、そんな事、男には予めわかっていたことだが。

「まあ、聞きなよ。貴方が僕より論理的な人間なら、僕はそれに敬意を払うからさ」

「何故私を捕らえた」

　男は聞く耳を持たない菅原の態度に男は軽くため息をつく。そしてやおら菅原の耳もとに銃を付きつける。菅原は小さく悲鳴を上げる。

「少し問題のレベルを下げようか。あまり、貴方にかまっても居られないしね。レディを待たせてしまってる物だから。

　Ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ？」

　最後の一語だけ男は英語の発音をした。菅原は銃に怯え、素直に頷いた。

「ＯＫ．じゃ、問題。白であり、黒であるような色は灰色かな？」

　菅原はなんの事だかわからないようだった。それもそのはずだ。今日はこのホテルでＳＯＮＹの開発した新しいノートパソコンの発表会が行われ、そこに菅原も出席する予定だった。しかし、会合を数時間後に控え、ホテルの廊下を歩いていた所をいきなりこの暴漢にこんな所に押しこまれたのである。菅原は何故自分が捕まえられたのかも解からないのに、暴漢の出した台詞がこの謎謎である。ますますもって菅原には男の意図が掴めなかった。

「一つ聞かせてくれ」

　菅原は男の問題を無視して喋る。

「一つ……といったね。貴方、欲が少ないねえ、菅原さん。よくそんなんでｒａｇｎａの社長になれたもんだね。

　いいよ。その代わり、論理的に質問は何があっても一つしか許さないから注意するんだね」

　男は笑う。

「ぐ……」

　菅原は暫く黙って質問をまとめた。

「お前は、誰に頼まれたんだ……」

「へえ！」

　男は菅原の言葉に興味を示した。

「点数アップだよ、菅原さん。普通こういう時はこれからの自分の身を案じるような質問をするのにさあ。いいね、貴方。賢いね。

　僕はね、『ＮＡＤ』って機関の使徒だよ」

「『ＮＡＤ』！？」

　菅原は目を丸くした。男はそれを予期していたかのように、また笑った。

　と同じに部屋のドアが静かに開いて、中肉中背の男が入ってきた。男は黒い服を着ていて、サングラスをしているが、黄色人種である事は窺い知れた。

「ｓｈｅｎｍｅ？」

　銃を菅原の耳から離さず目線だけを闖入者に向けて語る男。どうやらサングラスをかけた男は中国人のようだ。多少クセのある北京官話を話している所を見ると、北京の人間ではない様だ。

　その中国人は短く「ｍｅｉｙｏｕ　ｓｈｉｊｉａｎ」とだけいうが、男は「ｓｈｉ」と、さらりと返すだけで、一向に動こうという気配がない。中国人はややいらついた態度を見せるが、男は一向に菅原から眼を離そうとしない。

「ａｈ，　ｎｅｉｇｅ　ｈａｉｚｉ……」

　思い出した様に言い出す中国人に男は解かったような笑みを浮かべて聞き返す。

「ｔａ　ｓｈｉ　ｈａｏｋａｎ　ｍａ？」

「ｓｈｉ」

　男はそれを聞いて笑みを止めて、代わりににやにやする。

「ｎｉ　ｇｅｎ　ｔａ　ｙｏｕ　ｍｅｉｙｏｕ　ｎｅｉｇｅ？」

　遠まわしに言う男に中国人もやはりニヤニヤすると、「ｂｕ」と短く答えた。

　男はそれを聞くと胸のポケットから予め忍ばせておいたコンドームを出して中国人に投げつけた。

「ｃａｏ　ｔａ．

　ｄａｉ　ｓｈａｎｇ　ｂｉｙｕｎｔａｏ．ｅｒｑｉｅ……」

「ｔｉｗａｉｓｈｅｊｉｎｇ？」

「ｓｈｉ．

　……ゲスだねえ」

　男は最後にそういうと急に笑いを止めた。中国人の男は後は何も言わず出ていった。

　ドアがしまると男は菅原に語りかける。

「貴方、東大出だったよねえ。

　今の通訳する必要あるかな？」

「……今のは中国語だな。だが、解からん」

「駄目だよ、これからは中国も視野に入れて商売しないと、会社つぶれちゃうよ？中国の人民パワーはだてじゃないからねえ。

　今の奴、これからお楽しみなんだ。ま、時間を気にしてたけど要するに僕の許可がほしかったって訳さ」

「？」

「まあ、いいや。とにかく、さっきの問題の答えを聞かせてもらおうかな。僕がＮＡＤの刺客で貴方を殺そうとしているということは伝わったはずだから」

「しかし、何故ＮＡＤが……」

　菅原は青い顔で呟く。

「残念だけど質問は一つという契約だからね。問題に答えてもらおうか。

　白であり勝つ黒である色は灰色かどうか？」

　菅原は暫しの沈黙の後、「灰色でない」と答えた。

「何故？」

「……なんとなく、だ。お前は理由を私に問わなかったはずだ。それでもいいだろう」

「ふーん。まあ、いいか。

　おめでとう。貴方は釈放だ」

　男は菅原の縄を解いた。菅原は暫し変な姿勢のせいで痛めた手を揉んでいたが「お前、こんなことしてただで済まされると思うなよ。顔は覚えた。もう逃げられんからな」と言うが男は顔色一つ換えない。

「何故こんな下らん事をした」

「僕にとっては意味のあることだよ、菅原さん。僕は頭が良いんだ。それに僕はこれを面白い事だと思っている。十分君ら愚民を犠牲にしてでも楽しむ勝ちの有る物だとね」

「……逃げても無駄だぞ」

　吐き捨てると菅原は部屋を後にした。

　残された男は微笑を浮かべ、やはり部屋を後にした。

「いい、暇つぶしだったかな」

　そのまま男はホテル内を悠然と歩き回り、エレベーターで１４階まで昇った。１４階の一室の目の前で立ち止まった男は微笑を崩さぬまま時計を眺めた。

「２００４年、七月十九日午後八時……ジャスト」

　Ｇショックのデジタル盤の秒の桁が０になるのを待ち、「ジャスト」と宣言する男。

　菅原が会合に出るのは、八時。即ち会合の開始時間であり、今である。そして菅原が挨拶を述べるのは一時間後の事である。

　男は眼前の部屋のドアに手をかけた。ドアを少し空けただけで子供の狂ったような泣き声が聞こえてくる。男はその声が隣の部屋に聞こえない内に素早く部屋に滑りこみ、ドアを閉める。

　部屋は優に十畳を超える広さで、赤いじゅうたんがしいてあった。また、大理石の机が一台有り、リビングの向こうには寝室すらうかがえた。流石は一流ホテルである。

「ヤア、アンタか」

　部屋の中には二人の男が居た。どちらも中国人であるが、一人は先ほど倉庫に現れた男である。今、男を片言の日本語で迎えた短身のがっちりした黒服の男は男をみると「菅原はドウダッタ？」と聞く。

「問題はなかったよ。殺しても問題ない。

　しかし、バイフウ君、少しうるさいねこの部屋は」

　男は眉をひそめた。男がバイフウと呼んだ中国人に話している間もずっと子供の叫び声が邪魔していた。

　リビングの真中には二人の子供が転がっていた。二人とも１０歳にも満たない年齢の少女のようで、服は肌蹴ていた。

「ワンがヒトリやっちまってるからな」

　ワンと呼ばれた先のサングラスの男は転がった一人の少女のスカートの中から顔を出して男を見たが、無言で少女を指差した。

「アンタもどうだ？だとよ」

　バイフウは男にそう言うが、男はさらりとうそぶく。

「あいにく僕はちっちゃい女の子にも死んじゃった体にも興味はないね」

　男はワンに近寄った。靴の裏がくちゃっと音を立てる。絨毯を見ると赤い絨毯が更に血で赤く塗られていた。

「確かこの娘は『優ちゃん』とかいったっけな。そう、藤間　優ちゃんだ。可哀想にね」

　ワンは男を無視して右手の鉄製の棒を優のスカートの中に入れ、弄る。

　興味本位に刈られた男は優のスカートを捲くって見た。下着を剥がれてはだけた優の下半身は凄惨な物になっていた。

「フタツ、穴が繋がって使えねえってよ。ワンが言ってた」

「子供の頃、砂山に穴あけてトンネル開通させたのと同じ感覚だな。遊ぶ玩具が変わったってだけだねえ」

　男は胸からプティートを出した。軽くて女向きのタバコだが、男にはこれが口に合う。それにこの男はメンソールが好きなのだ。

　煙草に火をつけ、改めて優の顔を見る。

「可愛いな。しかし、勿体ないな。もう穴を繋げちゃったなんて」

　男は床にひざまずいて優の桃色の唇を撫ぜると、歯を全て折られた優の口元がピクリと動いた。

「驚いた。この娘、まだ生きてるや。流石、女の子、しぶといねえ」

　虚ろな目を男に向ける優。男は優に微笑むと優の左目を灰皿代わりにした。一度止んだ叫喚がまた部屋に響く。

「バイフウ君、君はやらないのかい？随分紳士的だねえ」

「シンシテキ？面白いことを言うな、アンタ。俺はソッチの震えてる女をやる」

「矢内　美鈴ちゃん……か」

　男は美鈴と呼ばれたもう一人の少女に目を向ける。美鈴というやはり１０歳に満たない大きな目の可愛らしい少女は先ほどからずっと男に目を向けている。

「お待たせ、美鈴ちゃん」

　美鈴の三つ編みされた髪をいじりながら男は彼女に微笑みかける。美鈴は優と違い無傷だが、口を既に犯された様で、口元が汚れている。美鈴は年齢の変わらない優の惨事を見ていたせいで、男に何かを言いたいようだが、あまりの恐怖に歯の根も合わない。

「そのコはどうするんダ？」

「別に。取り敢えず、僕もこの娘は犯しておくけど、膣内射精するだけだよ。他には何もしない。というかする気もないしね」

「放って置くとそのコみたいにムゴク殺されるぞ」

「別に構わないよ、僕は一向にね」

　男はワンを見るとくすくすと笑った。ワンは鉄棒を優の右目に突き刺そうとしていた。

「それに……このくらいじゃ『むごい』とは言えないかな」

　そういうと、ワンを静止し、突き刺すのを止めさせる。そしてワンに５００万の書かれた小切手をちらつかせる。それを見てバイフウは笑う。

「むごくないといっておいて、少女を金でスクウか？それは矛盾という」

「いや、これは掛け金だよ」

「賭け金？」とバイフウは鸚鵡返しに聞く。

「そう、この娘、優ちゃんは生かして帰そうじゃないか。病院で身体障害者となった惨めな姿に絶望して自殺するかどうかを見たいんでね。僕は一方的に『自殺しない』に賭けるよ。そうしたらいづれにしても楽しめるからね。賭けに勝っても負けてもね」

　そういうと男は美鈴の髪を撫ぜた。そして震える美鈴の服を剥いでいった。サスペンダーを外し、スカートを下ろす。そして男は汚れた美鈴の口元に軽くキスをした。

　部屋の中とは違い、廊下は非常に静かな物であった。

　男の知識によって美鈴の躯は弄ばれた。顔や手などを全く傷つけることなく、男は美鈴の体を切り裂いていった。腹をナイフで裂き、桃色の内臓に至るまで黄色い脂肪などの層を掻き分けていく途中で美鈴は息を引き取った。

　美鈴が死ぬと男は急に興味を失って、内臓を綺麗に露出させて作業を止めた。

「やっぱり、薬も道具もないとここまでか。ま、よくもったほうだけどね、美鈴ちゃんは」

次にズボンのポケットから白濁液の入った細い蓋付きのビーカーを取り出した。ビーカーの蓋を取ると死んだ美鈴の両足を赤ん坊のおしめを取りかえるように持ち上げた。それと共に圧力変化で内臓の一部が美鈴の胸に落ちた。そして、上を向いた美鈴の膣口にビーカー内の液体を流しこんだ。

「はー、しかし、この年でこんなに男を知るなんて、美鈴ちゃんってかなりの売女だねえ」

　そういって洗面台へ向かう男。時計を見ると８時５５分を指している。

「バイフウ君。後は好きなだけワン君と彼女で遊んでてくれ。僕は飽きたから散歩してくるよ」

　水を流しながらリビングのバイフウに言う。

「もうそろそろ時間ダゾ？」

「分かってる。すぐ帰るよ」

「飽きたのか？」

「死んじゃ面白くない。ここからが本番だったのに……ちぇ～っ。

　面白いんだよ？まずは、両手両足をさあ、全部取っ払って、あの娘の体内に入れちゃうんだ。名付けて『だるまプレイ』。ね？見てみたかったろ。

　で、次は彼女の腸で……ま、い～や、釣り逃がした魚よ、ど～せ」

　男は手を洗い終えると「それじゃよろしくぅ」と残し部屋を後にした。

　部屋を出てエレベータに向かう男。しかし、エレベーターを待つ事はなく、途中に有る階段を使い、下へ降りていった。

　階段には絨毯は引いておらず、カツカツと靴が堅く冷たい床を踏む。男の後ろでエレベータの『チン』という音がした。そしてドアの開く音。人が小走りに過ぎる音。微かなその男の汗のにおい。

「終了」

　満足気に、男は階段を降りていった。

　菅原の言葉とは裏腹に、男を追う者は誰も居なかった。男はまたプティートに火をつける。

「ああ、楽しいなあ。この楽しみは僕みたいな賢い者に与えられているんだなあ。論理的ですらなく、天才を理解する事すらできない愚民はこのように僕の楽しみの材料となるというわけ。ああ、独り言が楽しいなあ。誰も僕みたいなまともそうな奴がこんなことしてこんな独り言と言ってるなんて思わないんだろうなあ。ははははは。態とらしく笑っちゃうぞ。そ～れ。ははははは。あーたのし」

　男は暗い空を見ながら笑いつづける。

「あ～、僕は勝ったんだよ～勝ったんだ～」

Ⅱ

　西の空が赤くなって来た。もう、今日も終わりだ。セーラー服を身にまとった少女はやや下を向きながら細く長い道をぽつぽつと歩いていた。

　少女は風貌からして女子高生だろう。見かけは十七、八才程で、肩まで来るやや長い黒髪はしっとりとしていて美しい。表情は活気がないものの、憂いたような表情が逆に元々の器量良しに拍車をかけている。

（ああ、なんでこんなに学校ってつまんないんだろう。廻りは低能なくせに知者を煙たがる事しかしない。

　一日は早く終わるくせに、一年は中々終わらない。三日もすぐ終わるけど、３年は中々終わらない。一見すると矛盾ね。考えるのも億劫だけど）

　少女は下校中の様で、そんな事を考えながらつまらなそうに歩いていた。

（ま、いいわ、帰ったら、知者に会えるわけだし）

　少女は夕焼けの街中を歩いていた。閑静な住宅地で、商店街が近くにないため本当に静かだ。道には歩行者すら居ず、さながら死の町のようだ。

　少女は白塗りの比較的大き目の自宅につくと門をくぐる。ポストに何もないのを確認すると屋へ入る。

「ただいまー」

「お帰りー、花籠？」

「うん」

　奥の台所からの母親の声に花籠（ハナカゴ）と呼ばれた少女は答える。

「お兄ちゃんは？」

「帰ってるよ」

「早いね。じゃ、カギ閉めちゃって良いね」

　花籠は玄関のカギを閉めると、靴を脱いで玄関に上がる。脱いだ靴を靴入れに仕舞おうとして、何となく靴の匂いをかごうとした所で後ろから「何やってるんだ、花籠？」といわれてぎくりとした。

「お兄ちゃん……。うん、靴のサイズを確認しようとして。私、２２なんだ」

「ふうん」

　花籠の兄、小暮　佑馬は身長１７１ｃｍ、体重５７ｋｇのすらっとした体型で、花籠より長い髪を後ろで一つに結わいている。見た目は華奢だが、花籠の兄弟なだけあってやはり容姿は端麗である。また、都内の一流私立大学に通っていて、知能もまた申し分ない。それだけに花籠の誇れる兄である。

　また小暮家は父が単身赴任しがちな事もあるので、１０才離れた佑馬は花籠にとって半分父親代わりの所もあった。その為二人は非常に仲が良い。花籠には佑馬が憧れの男性像であり、彼氏にするなら彼のような人を、と望んでいる。

「お兄ちゃん，今日は大学早かったんだね」

「受験生のお前と違ってこっちは気楽だからな」

　佑馬は理学部の博士課程を終えて、現在は大学で工学の研究をしている。専門は人工知能の開発である。

「先生が今日は病院だったんだ」

「へえ。先生って矢内って人？」

　花籠は靴を仕舞うとリビングへ入った。

「お帰りなさい。もう夕飯よ」という母、小春の声に「うん」と返す花籠。

「ああ、矢内先生だ」

「どっか悪いの？」

　冷蔵庫から牛乳を出し、キュウリを切っている小春の横からひょいとてを出しコップを二つかっさらう。コンロには鍋が火にかけてあった。どうも今夜はカレーとサラダの様だ。

「まさか、先生はまだ三十ちょっとだ。

　ちょっとね、都内の大病院に言ってたんだよ。ウチの機械を売りこむためにね」

「ジンコーチノウを病院に？」

　驚く花籠。売りこみ先がちょっと的外れな様に見えた。花は注いだ牛乳を佑馬に渡すと佑馬はそれを一気に飲み干した。

「簡単な診察、簡単な治療なら機械に任せた方が良いと思ってね」

「ふう……ん」

　釈然としないながらも花籠はそこで話しを打ち切った。

「ま、いいや。私、部屋にいってるね」

　言い残して花籠はリビングを去った。

　花籠の部屋は２階に有る。小暮家は敷地面積約130坪である。ローン返済はあと12年残っている。格段広いとは言えないが、場所が練馬区なのでまあ良い方だろうと花籠は思っている。

　八畳の部屋に入ると、あまりこの年の少女には似つかわしくない風景が見られた。床には灰色の絨毯が敷いてあり、ベッドと洋服ダンスと机と二台のパソコンがあった。後は部屋を埋め尽くすほどの本棚である。本棚は図書館の様に並んでいて、壁に引っ付いているのではなく、その為この部屋はさながら迷路の様に見える。

　部屋にはテレビすらなかった。オーディオ機器と言えば机上のＶＩＣＴＯＲ製のＭＤ・ＣＤ録音再生機とその横においてあるＳＯＮＹ製の電子辞書くらいのものである。

　電子辞書は実に花籠にとって有益な存在である。この機械があればあとは三枚のディスクを用途に合わせて交換するだけで実に、国語辞典、英和辞典、和英辞典、漢和辞典、簡易の百科辞典、そして全10数冊にも及ぶ膨大な量の百科辞典の全ての変わりとする事ができる。その為、不足がちな本棚のスペースを随分と確保する事ができた。

　二台あるパソコンの内、一台は机の横に置いてあり、もう一台は本棚の向こう、部屋の奥にあって入り口からでは見えない。

　花籠は入り口を閉めると机に鞄をどさっと投げ捨て、セーラー服のリボンをしゅるっと解く。上着を無造作に脱ぐと、下着姿のまま上着も着ず、スカートのチャックを下ろす。やはりスカートも無造作に脱ぐと、折りたたみもせず適当にベッドに放り投げておく。いつもこの行為が小春を「脱いだらハンガーにかけておきなさい」と怒らせる事になる。

　花籠はダンスから水色のＴシャツと灰色の短パンを履く。家の中でも外でも花籠はこのような着飾らない姿だ。花籠は服にはこだわらず、髪型にもこだわらない。むしろ興味がないと言ってもいいくらいである。

　着替えると、机の横にあるパソコンを撫でる花籠。

「只今、アルシェ」

　そのパソコンは去年買ったもので、花籠によってアルシェと名付けられた。勝った当時は最新の機能を備えていたが、今となってはもう少し古くなっている。

　花籠はアルシェの電源を入れると、奥のもう一台のパソコンもスイッチを入れた。

「ソーン。今日はがんばろーね」

　もう一台のパソコンはソーンと名付けられている。花籠が最近買った物で、当然アルシェよりも機械自体の性能は良いが、幾分使いなれない感がある。

　ソーンの電源を入れると花籠は椅子に座る。学校の体育館にあるような代表的なパイプ椅子だが、色は黒だ。ソーンのデスクは白なので対照的な感じが醸し出されている。アルシェには椅子はない。机の横にあるのでアルシェを使う時は机の椅子を拝借するまでだ。

「２００４年、七月七日、午後五時……」

　画面右下をクリックしてカレンダーを出すと花籠は呟いた。

「あと、１２日で１８才、か」

花籠の誕生日は七月の十九日である。１８といっても特に花籠は何も感じない。

「１８ねえ。免許が取れてアダルトビデオが借りられるくらい、かな」

　花籠は免許は取るつもりはないがアダルトビデオは借りて見たいと思っている。男が何故アレを好むかが分からないので調査として見て見たいと言う気持ちと、以前皆とそれについて話し合った事があるからだ。

　皆というのは花籠の目の前のソーンの中に居る者達である。

「今日は、異言語についてだったかな……」

　マウスを動かしデスクトップのマイコンピュータからダミーファイルの『ｓｙｓｔｅｍ』に入り、『ＮＡＤ』と３文字だけ書かれたアイコンをクリックすると、ややあって緑色のウィンドウが開いた。

　花籠の入ったのは常識的なインターネットではない、全くのまがい物である。特別に花籠の部屋から有線でインターネットとは独立のあるサーバーに繋がる様にしてあるのだ。勿論、線を引いたのは花籠ではない。ＮＡＤと呼ばれるその機関の人間が施したのである。

　ＮＡＤは正式名称を『ｎｏｎ―ａｃｃｕｓｅｄ―ｄｅｃｉｓｉｏｎ』と言う。花籠の所属する私的機関である。

　ＮＡＤの主な活動は『論議』。

　毎回、実生活上で、誰かが不祥事を起こしたりすると、それを使徒と呼ばれる論議に参加できる者が告訴する。そして、使徒が各々擁護派と訴求派にわかれ、討論を行い、訴求側が論戦において勝利すれば被告はＮＡＤの員によって処理されるのである。

　ＮＡＤはそう言った純粋な知識と知能のみを競い合う事によって楽しむ非利益団体であり、運営はＮＡＤのリーダーである、ルシーラというポストの者によって独裁的に行われる。

　また、ＮＡＤの運営費がどこから出ているのかは花籠の知るところではないが、殺人を堂々と行えるのであるから余程大きな組織が裏にあることは容易に想定された。

　が、いづれにせよそんなこと花籠には丸で興味がない。要は花籠はハルマと呼ばれる使徒、知者である彼らとの論議が楽しめればそれで良いのである。

　緑色のホームページに青い字でコンテンツが示される。上段に『ＮＡＤ』と書かれており、その下に『規約』『本会議』『本会議最新状況』『使徒の皆様へ』『観戦の皆様へ』『二期二代目ルシーラについて』『ＮＡＤの歴史』『ツールのダウンロード』とリンクが張ってある。また、ホームページの下部には今日ここに訪れた人数のカウンターが張ってあり、その数はまだ100に満たなかった。

　花籠は『本会議』をクリックした。すると、緑の新しいウィンドウが開き、小さなウィンドウも開いた。小さなウィンドウは本会議に出席する使徒の名前を要求している。

　花籠は小さなウィンドウの『貴方のＮＡＤネームを入力してください』と書かれた欄に、『ホァロン』と記入した。ＮＡＤネームとはＮＡＤ内においてのみ使うハンドルネームである。花籠はＮＡＤネームを『ホァロン』にしている。花籠の名前を中国語読みしたのがその名の由来だ。

　次に、小さなウィンドウは入室のパスワードを要求した。花籠は半角アルファベットで『ｓｏｎｏｈｉｎｏｋｉ』と入れた。パスワードはＮＡＤメンバーのみが知れる情報である。次にホァロンとしての認識番号を要求してくるので、テンキーですばやく「０７１９」と打ち込んだ。

『おはよう、ホァロン』

　小さなウィンドウは消え、新しく開いたウィンドウにその文字が現れた。

　ややあって全てのウィンドウが閉じた。一旦、画面は真っ黒になって、暫しの間部屋にはソーンが働くカリカリと言う音のみが響いていた。

　花籠はその間にソーンから伸びたマスクをつけた。ディスプレイの映像はこれでこのマスク内に伝わる。

『議題:ＮＡＤの異言語使用についての是非』

　画面にはその文章が緑色の文字で大きく示された。

「現在……」

　デスクトップ型のソーン、そのディスプレイの上に載せてあるスピーカーから中性的な若者の声がした。議論の司会者たる人工知能テミスである。

「参加者は３名。召集は三名。全員揃ったため、予定を１２５秒繰り上げて論議を行います」

　声が終わると共に画面がぱっと明るくなって、映像が表示された。

　そこは一見オフィスの様に見える。だだっ広い白く明るい部屋で、中央に大きな円卓がある。木製の様で、随分立派な気を使っている様だ。

　画面一番奥に座っているのは中性的な者である。白い長髪で、十代のような風貌であり、眼光が鋭く、端整な顔立ちをしている。

「やあ、テミス」

　花籠は気さくに声をかけた。ホァロンの声はソーンに繋いであるマイクから伝わり、変化されて伝わる。ＮＡＤ上の声はプライバシーの保護のため、自分のお好みに変化させる事ができる。花籠は自分の声よりほんの少し高く可愛い感じになる様に調整している。

　花籠はテミスと対面する位置で座っている。といっても画面に座っているのはホァロンであり、ホァロンの顔立ちは１７才程の少女で、可愛い栗色のポニーテールが印象的なキャラクターである。

　ＮＡＤでは自分のキャラクターの顔は勿論性別や年まで自由にカスタマイズできる。が、花籠はやや目をパッチリとさせて、髪をきれいな栗色にするという多少のアレンジを加えただけで留めている。

　ＮＡＤのキャラクターは花籠のつけているようなマスクから表情と顔の動きの変化のみが伝えられる。それは変化したキャラクターの顔に対応している。従って例えば花籠が自分の顔を２倍に引き伸ばした顔をホァロンにしたとして、その上で花籠が一ｃｍ口の端を上げると、ホァロンは二ｃｍ口の端を上げると言うことになるのである。

「ハロー、ホァロン君」

　ホァロンの左手から声がした。ＮＡＤネーム、葵奴である。ホァロンとはおよそ同じ頃ＮＡＤに入った使徒で、姿は背中まで来る長いロングストレートの金髪が美しい二十歳程度の少女である。

「ああ、葵奴君もいたんだぁ」

　花籠は葵奴と互いに『君』呼びで付き合っている。付き合いはおよそ半年。やたらと議論中に人に噛みつくせいで攻撃的だが、冷静に振舞う事は長けるので、花籠はよく葵奴の罠にはまってしまうことがある。

「葵奴君とはこん前のえっちビデオの時、負けた以来だっけ？」

　花籠は現実よりＮＡＤ内のほうが可愛らしく話すことにしている。

「そうだね」

　葵奴は丸で若い男の様に話す。

「……えっと」

　花籠は右手方を見た。右手には最後の参加者がいた。そこには丁度現実の花籠と同じぐらいの肩まで来る綺麗な黒髪の少女が座っていた。しかし少女と言っても最低でも20を越えているだろう。そう見えないのは少女の童顔さのせいである。

　少女はここの四人の内尤も可愛らしく見えた。愛らしい大きな瞳、桃のような頬、さくらんぼをたたえたような口元。どれをとっても可愛らしかった。ただ、表情は幾許か暗い。そのせいで随分損をしているように見える。

（誰だろう……？）

　花籠は無意識に葵奴を見た。が葵奴も只首を傾げるだけだ。

「参加者はホァロン、葵奴、レーシュの３使徒である」

「！」

　花籠はどきりとした。思わず葵奴と顔を見合わせる。

「レーシュって……あの、レーシュさん？」

　間抜けな質問をする。レーシュと呼ばれた黒髪の少女はちらりと花籠を見る。

「あの……どの、あの……レーシュかは、わかりません、けど、多分、貴方の言うレーシュだと思います……けど……」

　レーシュはたどたどしい怯えたような声でおずおずと言った。

　レーシュとはＮＡＤ上伝説ともなった使徒の一人である。議論中以外は幼い少女の様に話すが、一旦議論になると的確な議論をし始める。あまりに完璧な防御のため、完全無敗とまで詠われたが、5年ほど前から姿を暗ましていた筈である。

「そういえば、最近レーシュが返ってきたみたいな話しを聞いたけど……」

　葵奴もレーシュの噂は知っていたようで、乾いた声で呟いた。意外感が大きい様だ。

「では、議論を始める。今回のテーマはＮＡＤの異言語使用についての是非である。

　まず、賛成派と反対派に分ける」

「今日は……誰かを裁くって言うのじゃ……ないんですね？」

「そうだ」

　白髪の青年は机に肘をついて静かに答えた。

「よかった……」

　小さくレーシュは言うと、一息ついた。

「えーっと、じゃ、取り敢えず、私は肯定派に立つね」

　まず、花籠が宣誓した。続いて葵奴が「じゃあ、私は否定派に立つよ」と言った所で花籠がはっとした。

「葵奴君……私達が組まないでいいの？」

　心配する様に葵奴の顔を除きこむ花籠。二人が決別した以上レーシュがどちらに立つかが勝敗の分かれ目になりうる。それだけ花籠はレーシュの噂を恐れていた。

　葵奴は軽く笑うと「さあ、私は狂ってしまったのかな？」と気取ってみせた。

　一同の目はレーシュに集まる。レーシュは俯いて恥ずかしそうにしている。

「じゃ、じゃあ、私……賛成します……」

　ぽそっと呟くレーシュ。思わずガッツポーズを取る花籠。

「葵奴君、どうやらこの勝負私達の勝ちのようだね」

「葵奴。君は本当にそれでいいのか？私、テミスはレーシュの能力を考慮した上で1：2になることを想定していた」

「構わないよ、テミス、ホァロン君、それにレーシュさんも。だって、ここで勝てれば革命的な大事件じゃないかな？」

　名前からは想像し難いさらさらの金髪をなびかせながら葵奴はさらりと言った。

「成る程。ま、そりゃそーだね。二人掛かりで負けた時こそ笑えないもんね」

　花籠は笑う。テミスは一同を眺める。

「では、論議を始める。依存は？」

「ないよー」

「いいよ」

「……ありません」


Ⅲ

ホァロン「では、どうしてあなたは異言語の参入……認可に就いて認可しようとしないのですか。葵奴君、理由が聞きたい。了」

　ホァロン：７ｓｅｃ：原因追求、減点１、精神０

　ＮＡＤには発言時間に制限がない。『了』で結ぶまではいくら話しても良い。但し、長く話せば話す分だけテミスの中での採点は悪くなるので、同じ内容ならできるだけ簡潔に話すように心がけさせられるという仕組みになっているのである。テミスの採点対象は発論と呼ばれる『了』で結ぶ今のような発言のみであり、それ以外の自由発言の時には何を言っても構わない。ＮＡＤの論議はテミスが使徒の発論を採点し、高得点だった方に勝利が与えられると言う形式である。従って、テミスの点を如何に獲得するかがＮＡＤでは重要であり、倫理や常識に基づいた事を言えば誉められると言うことは一才ないと言って良い。

葵奴「ひとえにそれはテミス及び我々ＮＡＤのメンバーに多大な負荷がかかるからですね。というのも、現在ＮＡＤでは単語の意味するカテゴリーを非常に厳密で偏狭なものにしているがそれは無論単語の指し示す意味のカテゴリーを限定するためである。つまり使用する単語数を成る丈絞りたいというのが意図である。また、異言語を新たに使用すると、その言語の単語が新たに登録される。この前文は２前文（二つ前の市文章と限定しなければならない。これはＮＡＤ法に既に可決されている。前に指示語に付いて、俺はここを指示したわけではないと居直った奴が居たからだ）に反する。従ってこの件はＮＡＤの方針に反する。しかるに私はＮＡＤメンバーとして認可するわけにはなら……認可しようとしないのです。了。返」

　『返』とは、原因や理由を他にを求められた時、その質問に対する答えであるということを明示するための論理辞である。論理辞には『了』のようなものもあり、主にＮＡＤ中の発論を他に誤解のない様にする為に存在する。

　葵奴：３５ｓｅｃ：原因返答、減点０、精神０。

ホァロン「『つまり使用する単語数を成る丈絞りたいというのが意図である。』といいましたがそれは本当にＮＡＤの方針ですかね。了」

　ホァロン：６ｓｅｃ：原因追求、減１、精０。引用：：的確、増１

葵奴「ＮＡＤ法の４章７段１条にある。ホァロン君の今の発言は瑣末であり私の返答は的確である。了、返、申」

　『申』とはテミスに何らかの採択を求める時に使う論理辞である。今、葵奴は花籠の発言に対しそれが瑣末であるか否かの採決をテミスに求めたのである。

　ＮＡＤにおいてテミスに発論が瑣末であると認められたとき、発論者は不利沈黙というペナルティをかされる。不利沈黙とは要するに発論の禁止であり、それは一つのタームが終わるまでつづく。この場合、一番最初に発論した花籠が不利沈黙を与えられれば、ここで一タームが終了する。

テミス「ホァロンの今の言動は瑣末、不利沈黙を与える。また、減点３。葵奴の返答は的確増２。また、ホァロンの発論であったのでここでこのタームを終了する」

　葵奴：４ｓｅｃ：原因返答、増減２、精０。

　ホァロン：減３。不利沈黙。

　ホァロンの発論終了。

　計：３８７ｓｅｃ、５２ｓｅｃ

　ホァロン：１３ｓｅｃ、減０。

　得点－４

　葵奴：３９ｓｅｃ、減０

　得点＋２

　レーシュ：０ｓｅｃ、減１

　得点－１

　擁護側：－５

　訴求側：＋２

　暫定勝利側：訴求

　暫定勝利者：葵奴

　発論権：葵奴

テミス「葵奴に発論を許可します」

　葵奴思考１２ｓｅｃ

「流します。了」

　葵奴：１３ｓｅｃ、減０、精０。発論流れ、減２。

計

　葵奴：１ｓｅｃ、減０

　得点０

　擁護側：－５

　訴求側：０

　暫定勝利側：訴求

　暫定勝利者：葵奴

テミス「では、自由発論とします。現在状態はフリーです」

ホァロン「ごめん、レーシュさん。せっかくこっちの番だったのに」

レーシュ「大丈夫……ですよ。葵奴さんが発論を拒否した……んですから、まだ打ち返しを狙ってるってコトでしょう……？」

ホァロン「ってことは逆にここが攻めのチャンス、か。そっか。もともと攻撃のほうが有利に立てるんだし、やってみるね。テミス！　私、発論するわ」

テミス「ホァロン発論を許可します」

ホァロン「ＮＡＤの方針はわかった。しかしその方針は大法典で決められているわけではないので、可変である。そもそも私はそれを要求しているのである。さて、そうすると葵奴君のとった先の発論での弁明は改法の権利への侵害とも取れる。それは違法である。了、し……了のみ」

　ホァロン：１０ｓｅｃ

葵奴「賢明だね。確かに先の発論中なら違法だった。見つからないかとちょっとひやひやしたしね。了」

　葵奴：５ｓｅｃ

レーシュ「ホァロンさんの第２発言で葵奴さんの『従ってこの件はＮＡＤの方針に反する。しかるに私はＮＡＤメンバーとして認可するわけにはなら……認可しようとしないのです。』に対して、ＮＡＤの方針つまりＮＡＤ法の４章７段１条にＮＡＤメンバーとして認可することは可能であり、認可しようとしないという意思を支えるものではないといえば違法だったんですね。了」

　レーシュ：２５ｓｅｃ

ホァロン「さて、では改法の常と同じく異言語の認可の必要性を説きましょう。依存は？　了」

　ホァロン：５ｓｅｃ。発論方針提案

葵奴「認可。了」

レーシュ「認可。了」

ホァロン「では、率直に言うと、異言語を認可すると言う事は即ちＮＡＤに日本語の使用者以外の人間がくるということです。例えば英語なら１０億、中国語なら１２億。まして今や中国の力は目を見張るものです。ＮＡＤはいまや非常に大きな一組織です。ＶＡＯの頃とは話が違う。我がＮＡＤは日本で政治家の首を右に左にするほどの力を有している。が、その力は日本では、この狭い国ではもはや頭打ち。当然として、世界進出が望まれるべきなのです。そのためにもＮＡＤは異言語を認可するべきだ。了、提」

　『提』とは、その発論単体において、提と言われた相手がそれを瓦解させる事ができるかどうかを勝負するための論理辞である。提を使った者はテンキーから予め賭け点を決める。それを相手が受けて持論が瓦解したのなら賭け点は相手へ行ってしまう。が、向こうが提を受け入れなかった場合は向こうの点が賭け点の半分（小数点切り捨て）減少し、また、相手が受けたのにもかかわらず瓦解させることができなかったら賭け点の分がそっくりそのままこちらに入るという寸法である。また、提は相手との点差があまりに大きい時には使用が禁止される。

　ホァロン：４０ｓｅｃ。声調激化、感情値上昇、減１

テミス「葵奴」

葵奴「……（思考３２ｓｅｃ）。右にひだ……いや、いい。ええ……と。受けず。了」

　葵奴３５ｓｅｃ。提拒否、減３（掛点の半分）

　葵奴は提を受け流した。受け流した所で失う点は賭け点の半分である。それに花籠にそんなに多くの点をかける度胸があるとは思わなかったためだ。

テミス「掛点は７でした」

　しかし、葵奴の予想に反して鼻は大きな点をかけていた。

ホァロンの発論終了。

　計：１８７ｓｅｃ、１２０ｓｅｃ

　ホァロン：５５ｓｅｃ、減０。

　得点－５

　葵奴：４０ｓｅｃ、減０

　得点－１

　レーシュ：２５ｓｅｃ、減０

　得点－１

　擁護側：－６

　訴求側：－１

　暫定勝利側：訴求

　暫定勝利者：葵奴、レーシュ

　発論権：自由

テミス「では、自由発論とします。現在状態はフリーです」

葵奴「君が７も張るほど度胸があるなんて思わなかったよ、ホァロン君」

ホァロン「さっきのミスがあったからね。３０秒程悩んでたでしょ」

葵奴「うん、まあね。そういやレーシュさんは？」

レーシュ「私……ですか？」

葵奴「あなた噂には聞いてたけどほんとにフリーの時と発論中の態度違うわよね。あっちじゃピシッとしてるのに」

ホァロン「どっちが本当の顔なのかなあ。……まさか、ネカマなんてオチないよね」

レーシュ「お……んな、ですよ。一応」

葵奴「へえ、可愛いって言われる？」

レーシュ「ええっと……」

ホァロン「あ、葵奴さん、だめぇ。このまま話し伸びたらタイムオーバーしちゃうもの」

葵奴「だから、それが狙い、よ？」

ホァロン「ずる～い。私、発論しちゃおうかなあ」

葵奴「今度は私。レーシュさんは発論しないって話だけど、ほんとらしいしね」

ホァロン「でも、よく噛付き家のあなたが黙ってたよね」

葵奴「ば～か。１対２の上ＮＡＤ史上伝説の人物の一人、レーシュがいるってのにそんなアホできんわよ。テミス、あたし、いくわ。ホァロン君、きょ～うは負けてもらうよ。そしたらレーシュに勝ったってことになるもの」

テミス「葵奴の発論を許可する」

葵奴「テミス。そもそもこれは意見を新設するためのものかな。了」

テミス「規定には無い」

葵奴「けど、この話の性質上、目標を新設の意見とすることが可能だと思うのだが。了、申」

テミス「決を採りなさい」

ホァロン「依存……無し」

レーシュ「同じく」

葵奴「ありがとう、
では、ですね。日本語の使用者以外をＮＡＤに参加させるということは確かにＮＡＤ拡大のためには避けて通れないかもしれない。が、ＮＡＤ上で語れないメンバーとしてはＮＡＤ上で通用しなければ意味が無い。只頭数だけを増やしても無意味である、この件に関しては。それではＮＡＤの拡大ということにはならないのである。異言語を認可するとＮＡＤ上で認可される単語の数が増える。これは先も言ったことであるが、だからといってそちらの意見を却下するものでもない。只、ＮＡＤとしてはメンバーの知的処理が非常に困難になりうるということだ。それによってＮＡＤメンバーが脱落していって数が減ったのでは元も子もない。従って異言語を認めることによってＮＡＤが拡大するとは必ずしも言えない。了（しまった。もっと短くしとかなきゃ駄目だった。もし反論が通ったら今言った分全部ひっくり返る）」

レーシュ「……『が、ＮＡＤ上で語れないメンバーとしてはＮＡＤ上で通用しなければ意味が無い。』といわれましたけど、意味がわからないのですが。了」

葵奴「と、いうと？　何が聞きたいのか明示されたい」

レーシュ「はい。では、『ＮＡＤ上で語れないメンバー』というのは何を指すのですか。既に貴方が使用された単語内で。了」

ホァロン「待って。ちょ……」葵奴「それは……」（二人同時発論）

テミス「現在、意味上、発論権は葵奴にある」

葵奴「……日本語の使用者以外、である。了」

レーシュ「つまり、先程のは『が、日本語の使用者以外としてはＮＡＤ上で通用しなければ意味が無い。』となるのですね。けど、この文はやっぱり良く分かりません。了」

葵奴（何が言いたい。瑣末といってくるわけでも無し。何かの罠か布石か？）

テミス「今のは葵奴が瑣末だと指摘したいのであるか、レーシュ。」

レーシュ「違います。只、聞いてみたかったので」

テミス。沈黙６２ｓｅｃ

葵奴「レ、レーシュ君の三前目の発論は瑣末である。了。申」

テミス「許可は不能である」

葵奴「な……んで、よ。……………（３２ｓｅｃ）あっ……了」

レーシュ「今の葵奴さんの発論はテミスの影響を多大に受けたと考えます。従って、テミスは干渉多大をしました。これは、ええっと……ちょっと待って下さいね（３８ｓｅｃ）ＮＡＤ大法典２章１０条に反します。了。申」

テミス「許可する」

ホァロン・葵奴「フリーを！申！」

テミス「決を取りなさい」

レーシュ「認可します」

テミス「では、自由発論とする。現在状態はフリーである」

ホァロン「……テミスの過剰云々……って？」

葵奴「どうなるの？」

レーシュ「無条件で閉会です」

ホァロン「うそっ！？　何それ！？　えっ……じゃあ今日はここで終わり？」

レーシュ「はい。まあ、またすぐ開きなおすことはできますが」

ホァロン「葵奴さん、前例知ってた？」

葵奴「いや……。第一テミスを巻くなんて」

ホァロン「流石は古株」

レーシュ「年寄りみたいですね、私。まだ子供ですよ」

葵奴「へえ～。でもなんか肩すかされた感じだわよ。なんでこんなことしたの」

レーシュ「ええ……っと。ちょっと、お手洗い……行きたくなって……」

ホァロン「……それだけ、なの」

レーシュ「はい。あ、ごめんなさい。でも、普通に休憩取るより、は……いいかな……って」

葵奴「はあ……。流石ここには変人が多いわ。じゃ、１５分したらもう一度やりましょうか」

レーシュ「それが、私、これから用があって、友達……迎えに行かなくちゃ」

ホァロン「友達？」

レーシュ「一緒に……部屋、を、借りてて……私、今、八王子、なんです、よね」

葵奴「なんだ。じゃ、今日はこれでお開きか」

ホァロン「え～。私じゃご不満？」

葵奴「う～ん。うん」

ホァロン「あ～……」

レーシュ「そう……いえば……（咳払い）。

葵奴さんのさっきのは、ＮＡＤで通じないのは異言語者。通じないのを増やしても意味がない。というものでしたよね。けど、あれでは通じないという意味が明確ではありません」

葵奴「いや、だからあれは、異言語者は言葉が違うからＮＡＤに新しい言葉を増やすでしょ？」

レーシュ「もう一度言いますけど、今の葵奴さんの文を用いて、どれが『通じない』に相当するのですか」

葵奴「ええ、と。だから……。ええ……」

レーシュ「ありませんね。

ところで、そもそも、異言語者との会話ってなんですか」

葵奴「例えば私がアメリカ人と話すこと」

レーシュ「もし、異言語を参入して、回りが英語分からなかったらどうするんですか」

葵奴「そしたら、その場は英語分かる人だけに限定される。けど、それはまた別の話でしょう」

レーシュ「そうですね。確かにそこだけですと、別次元の話です。では、使徒と呼ばれる、私などの第一水準のＮＡＤメンバーが英語がでくて、議論に出る機会が減ってしまい、その結果、使徒が減ってしまったらどうします。使徒の減少は質の低下を意味します。ＮＡＤの質の低下はＮＡＤの魅力を下げ、量の低下も招きます。

　こうすると、つながりますね」

葵奴「……そしたら一歩引いて考えれば良いわ」

ホァロン「そうお？あの一文って長くなかった？一歩引いたらあそこ丸々破棄なんだからきつくない？」

葵奴「あっ……。

　……どうして言わなかったの。手加減のつもりかな。レーシュ君」

ホァロン「そう脅さない脅かさない。レーシュさんか弱いんだから。あなたと違って」

葵奴「君ともね」

ホァロン「えへへ。ま、とにかく、あれでしょ、王者の余裕」

レーシュ「違います、よ。そんな……。会話のスピード……って速いんですよ。議事録見てたら何だこのくらい……って思うでしょうけど。だから、只……今思いついただけ……です」

ホァロン「ふ～ん。じゃあ、惜しかったね」

　花籠はそう言うと一同はため息をついた。

　ソーンの電源を落とすと花籠は壁時計を見た。時間は午後七時。もうそろそろ夕飯になるだろう。

「ふう」

　ため息を一つつく。未だあの伝説の人物と会えた興奮が冷め遣らない。いや、むしろ今になってから余計に興奮が沸き起こったと言っても良いだろう。胸に手を当てて見ると鼓動が早いのが分かる。

「あの人、レーシュさん……本当はどんな顔してどんな人なんだろうなあ」

　ＮＡＤでのあの黒髪の麗妙は恐らく作り物の顔であろうから、真実の顔はまるで予想がつかない。それどころか彼女が女だと言う保証すらないのだ。

　作り物とは分かっていてもあまりに彼女は美しかった。

「さーて、夕飯でも食べ様かな」

　丁度その時ソーンの電源が落ちきった。アルシェの電源も落とすと花籠は階下へ降っていった。


Ⅳ

　２００４年　７月２０日　朝。花籠は自宅で目を覚ました。昨日から高校最後の夏休みに入っているのだが、身についた習慣と言うのは中々消える物ではなく、用もないのに早く目を覚ましてしまう。

「今、何時だろ……」

　時計を見ると七時を指している。下に下りれば朝飯の仕度が整っているはずだ。花籠は寝巻きのまま階下へ降りた。洗面所で身支度を整え、リビングで食卓につく。

「おはよう、お母さん」

　小春は朝飯の仕度をしながら「早いのね、休みなのに」と言う。もうテーブルには飯の仕度が整っていた。低血圧でも胃弱でもない花籠は途端空腹感に襲われて、「頂きます」というのが早いか手をつけ始めた。

「そういえば、お兄ちゃんは？」

　佑馬の席が空いているのを見て花籠は思い出した様にふてくされて言う。というのも昨日は花籠の１８才の誕生日だったのにもかかわらず、佑馬は祝うどころか家に帰っても来なかったためである。花籠は自分が１８になったことなどに特に感銘受ける事はなかったものの、いざ一番祝ってほしい人に祝ってもらえなかったというのは遺憾であった。

「佑馬は……昨日は帰ってこなかったみたいね」

「ふうん。いい気なもんだね。私がちょっとでも遅く帰ると小言いうくせに」

　目玉焼きにフォークを突き刺す花籠。黄身が割れてどろっとしたのが流れ出てくる。白い目玉焼きに黄色い黄身がかかる。

「……ねえ、お母さん」

「うん？」

　仕度を済ませて席についた小春は静かに聞き返す。

「白であり黄色である……」

「うん？」

「……なんでもない」

「そう……」

　花籠はそれきり一言も口を聞かなかった。

　朝食を食べると自室へ戻り、アルシェの電源を入れる。暫し待ち、ユーザー特定とセキュリティのためのユーザー名とパスワードを入力し、また暫し待つ。

　デスクトップに壁紙にしている桜の綺麗な風景が映る。するとアルシェの働くカリカリと言う音が消える。花籠はアウトルックエクスプレスを起動させた。メールの確認である。ここ２、３日は見ていなかった。が、それでも届いているメールはたったの一件であった。花籠はメールをくれるような知り合いがネット上にいないので、一通でも貴重な方であった。

「ＶＡＯからか」

　ＶＡＯとは各種論議の掲示板である。が、それは表向きの顔であって，実際はそこで腕を上げた者がＮＡＤの使徒として勧誘されるといういわばＮＡＤの下部機関なのである。ＶＡＯはＮＡＤの要員で構成されている。使徒選びがどう言う基準で成り立っているかは知らないが、いづれにせよ花籠もここの掲示板からＮＡＤにお呼びがかかったのである。

　ＶＡＯからのメールを開くと花籠は一瞥して席を立った。

『ルシーラに聞け』

　メールにはただそれだけが書かれていた。ＶＡＯ特有のメッセージで、実際はＮＡＤが発信させているものだ。要するにＮＡＤへ来いという意味だ。

　ＮＡＤはメール配信を行わない。使徒はネットとは独立したＮＡＤ用のパソコンを一台持たされるのである。その為多くは二台以上のパソコンを持っている。また、殆どがＮＡＤ用のパソコンはＮＡＤのためだけに使う様なので、ＮＡＤ用のパソコンの出番が少ない事が多い。花籠もその一人である。従って、ＮＡＤは常用のパソコンの方にメールを出すのだ。勿論、ＶＡＯの名義で。

　ソーンの電源をつけ、パイプ椅子に座る。夏の朝なだけにひんやりとした感触が心地よい。

　トゥンと音が鳴ってソーンが起動する。そのままＮＡＤへ繋ぐ。パスワードなどの制限をクリアして、ＮＡＤのホームページに行き、『使徒の皆様へ』をクリックする。次に自分がホァロンであることを認識させる。すると画面は一旦暗くなる。

『使徒　ホァロン君へ。ルシーラからの伝言があります』

　画面にはそう表示されていた。花籠はそれには目もくれず『次へ』ボタンをクリックする。

『ホァロン。二期二代目のルシーラだ。早速だが、君は次回本会議の使徒として選定された。参加は自由だがこれを見た時から二時間以内には参加意思を決めて欲しい』

　『次へ』ボタンをクリックすると、画面には『参加』『不参加』のアイコンと緑の矢が現れた。現時点では花籠に情報を求める権利はない。次回に何をするかは参加者しか知れないのである。逆に言えば花籠はどんなテーマかも分からずに選択をしなければならないのである。

　花籠は一瞬迷った。未だ自分はＮＡＤの使徒に選ばれてから日が浅い。つい先日レーシュのような強者に会ったばかりで正直自信がぐらついている。

「けど……。やんないのもつまんないわ。何のために使徒になったと思ってるの？」

　自分に問い掛ける花籠。『参加』ボタンをクリックする。

「……面白いからにきまってる。そう、それね」

　ポツリと呟くと同時に次の情報が表示された。

『次回のテーマは『知人の娘を見殺しにした男に罪はあるか？』だ。ホァロン。君が人命と尊ぶ者ならこんなに残念なことはないが、今回のは正にｎｏｎ　ａｃｃｕｓｅｄ　ｄｅｃｉｓｉｏｎだ。即ち、被告がいて、それが裁かれると言う奴だ。

　君は今までに被告の死に０件関与しているね。

　……おやおや、０件か。なら、きみにはひょっとしたらショックが伴うかもしれないからお気をつけて。

　被告の名前は小暮　佑馬。東京都練馬区在住、28才の男だ』

　ソーンの前で花籠は息を殺した。

　思わず席を立つ。そのまま部屋を出て佑馬の部屋へ行く。勢いよくドアを空けるが彼はいない。吹き抜けから玄関を見るが彼の靴はない。

「…………」

　花籠はまた自室へ立ち戻るとルシーラの伝言の続きを読み出した。

『被告の名前は小暮　佑馬。東京都練馬区在住、28才の男だ。現在は東京都の私立大学で人工言語の研究をしている。

　今年の七月十九日、彼は同じ研究室の上司の娘、矢内　美鈴を見殺しにしている。矢内美鈴は数名の男に殺された。小暮佑馬は彼女の救出の可能性があったにもかかわらず見捨てている。勿論、彼に刑事上の罪はないが、それだけに皆の正義感が問われるところである。無論、君には自分の正義に従い擁護派につくか訴求派につくかの自由があるし、正義感とは関係なしに論議をしてもらっても一向に構わない。面白い議論を展開してくれる事を祈る。

　尚、今回の使徒は君を含めて計五人の予定。現在、君を含めて予定者の内4人からのアクセスがあり、全てが参加するとの意思を表明した。

　議論は明日。17：00時から行う予定である。万一の変更の為、ＮＡＤのホームページを随時確認して欲しい。

　以上。

　高尚な夜を』

　花籠は暫しソーンの前で呆然としていた。現実を受け止められない様だ。花籠はＮＡＤが人殺しの面も持った機関であるという事を知っていた。が、その矛先が自分に関係のある人物に向かうなどとは思っても見なかった。

一体、兄が誰かの娘を見殺しにしたなどという話は何なのだ。しかも日時はほんの昨日ではないか。花籠には事態がさっぱり掴めないでいた。

　昨日、確かに佑馬は家に帰ってこなかった。それは小春の言葉からも明らかだ。更につい今しがた佑馬の部屋に飛び込んだ時も確かに彼はいなかった。

「……何がどうなってるの……」

　花籠はソーンの前で軽い身震いを起こした。夏だと言うのに嫌に薄ら寒い。

「そうだ！ケータイ！」

　花籠は再び佑馬の部屋へ行った。男部屋の割には小奇麗に片付いている佑馬の部屋だからすぐに携帯電話があるかどうかを調べる事ができた。

「……ない」

　ぐるりと部屋を眺めたが、無い。あまり他人の部屋をいじるのも気が引けるので、花籠は一旦自室へ戻って自分の携帯電話を取ってまた戻る。短縮から佑馬の携帯電話にかける。電話に耳を当てると呼び出し音が聞こえる。が、この佑馬の部屋からは何も聞こえない。耳を済ませたが家の中からは彼が着信メロディにしているグリーク作『山の上の魔王の宮殿』は聞こえてこない。

「家の中には無い、か」

　もし本当にＮＡＤの被告になったのだとしたら佑馬はとっくにＮＡＤの刺客に捕えられている筈である。当然電話に出るなどと言うことはできなやしない。

　ところが、４コール目が終わった所で呼び出し音が止まり、サァァ……という微かな雑音がした。

「お兄ちゃん！？」

　とっさに叫ぶ花籠。しかし電話の向こうからは「え……」というと惑った男の声しか聞こえてこない。

「お兄ちゃん」

「いや……、僕は違います」

「え……。あ、すみません、間違えました」

　誤り、電話を切ろうとする花籠。

「あ、待って。

　あの、小暮佑馬さんのお知り合いの方ですよね」

「妹です」

　即座に答える花籠。

「あ、いや、僕は鳴ってるから代わりに取った者なんですが……」

「ああ、そうですか。それはお手数おかけしました。私は小暮の妹ですが、兄は」

　声まで変えて取り繕う花籠。日頃大声を出したことが無いだけに他人に聞かれてしまったのが恥ずかしい。

「それが、先生……小暮先生、どこへいってしまったか、ちょっと僕も分からないんですよ。只、昨日いらして、携帯を忘れて行かれた様でしたからちょっと取っただけなんですが」

　お節介な奴だと花籠は思ったが今だけはそのお節介に感謝しようとも思った。

「え、じゃあ兄は……あ、すみません、それよりそこはどこですか。大学かどこかですか」

「ああ、すみません、すっかり忘れていました。そうです。大学の研究室です。そちらは……」

「自宅です。今日は火曜で平日ですし、そちらへ行っていると思っていましたが……」

　花籠は適当な事を言った。

「はい、僕もそう思って来たのですが」

「……」

　花籠はふっと黙った。

「……」

　電話の相手も押し黙っている。

「あの……」

　痺れを切らした相手が喋りかけてくる。

「あの、すみません。貴方、お名前は」

「僕？　僕ですか？僕は桜宮です。植物の桜に、鷺宮、宮本、などの宮です」

「桜宮さん。変なこと聞きますけれど、さっきから貴方、兄が居なくなったような口ぶりをされていませんか」

「……はい？」

　的を射ない質問に当惑する桜宮。

「いえ……。只ちょっとそう思って。

　私が大学に行ってると思ったと行ったら『僕もそう思って来た』ということ、おっしゃってたでしょ。今日は火曜なんだから兄が大学に行っているのが当然ですから、わざわざ『僕もそう思って来た』ということは無いと思うんですけど……。

　それに、『どこへいったか分からない』って仰いましたけど、何故『行った』と仰ったのかも気になって。普通、大学にいなければ自宅にいて単に来ていないものだと思うでしょう。

　いや、ちょっとひっかかっただけなんです」

「はあ……。いや、でもそちらは自宅なんでしょう。なのにいないということはどこか行かれたと言う事だと思いまして」

　花籠は静かに一息ついた。敬語が入ったり抜けたりする会話は意外と疲れるものだ。それに見ず知らずの人間に自分は何論議など吹っかけているのだろうと思うと自分を嘲笑したくなった。が、それでも花籠は続ける。何か子の男には引っかかる点があるのだ。

　親切心で電話に出たのではなく、花籠と同じように何か情報を求め様として……。花籠にはそんな気がして止まなかった。

「私が自宅からだと言ったのは貴方が『どこへ行ったか分からない』と仰った後だったと思います」

「そうですか？いや、僕の言葉のあやですよ」

「そうですか……」

　釈然としな射ながらもこれ以上の追求は諦めた。未だ佑馬がＮＡＤに捕えられたという確証は無いのだ。

「ところで、貴方こそ何か変なこと言いますね。何か、先生が失踪したような事を言ってましたけど」

「いえ、桜宮さんがそう思ってるのかなって。私、心配性なんです」

「そうですか」

「いえ、そうではありません」

「は？」

「……」

　花籠はとっさに否定した。冷静に考えたら佑馬が居なくなったかもしれないとこの男に知れたところでどうなると言うのだ？もし本当に居なくなってしまったとしても、それをばらした所で何か困る事でもあるだろうか。

「……あの、変なこというと思われるかもしれませんが」

「今のより、ですか？」

「……」

「……」

「ははは。面白いですね、桜宮さんは。

　……実は、兄は失踪した可能性があります」

　正直に花は桜宮に告げた。

「……どうしてそう思われますか？」

　意外なことに相手は冷静に帰してきた。あまりの冷静さに花籠はこの男こそＮＡＤの刺客ではないかと思った。だが、こんな所でＮＡＤの名を口にするわけにはいかない。もし桜宮がそうでなかったらＮＡＤからお咎めを受けてしまうし、申請して桜宮を処分してもらわなければならないからだ。

「あ……いえ、それが、昨日は私の誕生日だったんです」

「何才になられました？」

「１８です」

「随分先生とは離れていらっしゃいますね」

　あまり人のプライベートに関わるな。花籠はそう言いたかったが話しを先にすすめた。

「兄は私のことを可愛がってました……可愛がってますから、誕生日に顔を見せなかったのが意外だったんです」

「そりゃあ」

　電話の向こうで桜宮のかすかな笑いが聞こえた。

「可愛い妹さんですね。それで先生が失踪したと思ったんですね」

「はい」

　きっぱりと答えた。桜宮は小さくため息をついた。

「大丈夫。きっと先生は忙しかったんでしょう。すぐ戻られますよ」

　桜宮の声は随分やわらかな物になっていた。そう、あたかも緊張から解きほぐされた様に……。花籠の欲しかった態度はそれだ。やはりこの男は何かを知っている。そしてこちらに何かがあると勘ぐっていた。そう、こちらが彼にした勘繰りと同じように。花籠が誕生日まで持ち出して低脳振りを見せたのもこの緊張の解れを確認したかったからだ。

「桜宮さん」

「何でしょう」

「ソノヒノキって何だかご存知ですか？」

　仕返しの様に微かな笑いを混ぜて花籠は言い放った。ソノヒノキとはＮＡＤのホームページに入る為のパスワードをローマ字読みした物である。ＮＡＤの事を直接口に出すことはできないのでかまをかけてみたのである。

「……何が？」

　聞き取れなかった封を装って宮は返した。

「……なんでもないです。それじゃ、もう切りますね」

「あ、ちょっと待って。君、今何て言いました？」

　桜宮の花籠への呼称が『貴方』から『君』へと代わった。それに合わせて口調もやや低めになった。恐らくこれが彼の地声なのだろう。佑馬を先生と呼ぶことからてっきり10代の学生かと思っていたが、実際は２０代前半だと思われる。

「いえ、忘れてください」

「君……。

　……ルシーラ」

「はい？」

　心臓の鼓動を感じながらも自分を偽りなんでもない様に振舞う花籠。『ルシーラ』という語を知っているだけでは彼がＮＡＤ関係者であるという確証はできない。

「……ルシーラ、使徒ハルマ、テミス……。

　……まだ必要かい？」

　桜宮の口調から丁寧語が消えた。

「……電話はこのくらいにしましょう」

　静かに花籠は言った。

「……君がこちらに来るか、僕がそちらにお邪魔するか」

「大学内は安心できないでしょう。この会話だって聞かれてるかもしれない」

「聞かれてたらもう遅いと思うが？」

「そうですが、やはり一度あって話しませんか？」

「じゃあ、君の……先生のお宅にお邪魔するよ。前に一度お送りした事があって場所は知ってるから。車で行きます」

「わかりました」

　花籠が答えると桜宮は電話を切った。一瞬部屋に静寂が訪れる。

「あ、しまった。今の人来ちゃったら、お母さん、怪しむかな……」

　呟く花籠。然しそれについては誤魔化す事に決めた。花籠は佑馬の携帯電話を服に仕舞った。暫くしたら桜宮から電話があると思ったからだ。

　桜宮が大学から小暮家へ付いた時にはすっかり猛暑になってしまっていた。車内のクーラーは焼け石に水で、桜宮はすっかり汗を掻いてしまっていた。

　桜宮は玄関ベルを押すとベルの中から呼び出し音が聞こえる。ワンテンポ遅れて家の中からも呼び出し音が聞こえる。

　桜宮が汗に濡れた青のワイシャツの袖に鼻を近づけると２階の窓ががらりと開いた。

「あの……？」

　黒髪の少女が声をかけてくる。少し訝しげな顔をしているが、どことなく佑馬に似ている。年は本人から聞いたより離れているようにみえる。まだ幼さが残っていて可愛らしい。恐らく女子高性だろう。前に兄弟は一人だと昔に聞いたような気がするから、恐らく彼女が電話の相手だろう。

「あの……妹さん？」

「桜宮さんですね」

　顔とは違い声は多少低めで大人しく聞こえる。初めて会う男の前だから緊張しているのかもしれないなと思った。

「ええ。さっきの電話の子だよね」

「花籠です」

「ハナ？ごめんなさい？」

　聞き取れず聞き返す桜宮。花籠は少し目を細めると「花籠です。フラワーの花にバスケットの籠」と答える。字面まで聞いた覚えはないがべらべらと喋る所が喋り好きを予想させた。

「ちょっと待っててください。今下に下りますから。あ、車は車庫が開いてますから」

　言うと花籠と名乗った少女は窓から顔を消した。

　部屋の窓から桜宮に指示をすると花籠は窓を閉めて、一階に下りた。桜宮は思っていたより背が高くこざっぱりとしていて大人びていた。面構えは佑馬ほどではないが割合ハンサムと言えよう。それに指輪もしていなかったから既婚者でもなかろう。また、予想よりも若く、せいぜい自分と五つ違いと言った所か。

　いつもの花籠ならきっとどきどきしているだろうが、しかし、今は状況が状況だ。佑馬のことを考えるとそんな事に現を抜かしている余裕は出なかった。

「こんにちは」

　玄関ドアを開けるなりできるだけ愛想よく花籠は桜宮を出迎えた。が、桜宮は丁度車をガレージに入れるところであった。花籠は席払いを一つして、車に近寄る。

「あ、どうも」

　花籠に気付いた桜宮が先に挨拶するが、花籠は気まずいようで、只少し頭を下げただけであった。

　車をガレージに入れ、屋に上がると小春が今から出てきた。

「あ、お邪魔します」

「はい、はい」

　愛想よく答える小春。

「……お知り合い？」

　そのまま花籠に目配せする。

「お兄ちゃんの大学の人」

「なんであんたが？」

「別に私の知り合いってわけじゃ……」

「佑馬は？」

　小春の質問に花籠はやはり来たかと一瞬戸惑った。

「お兄ちゃんは、研究だって。いま～ごろ～はねぇ、えっと～」

　桜宮を見ると桜宮はにこりと笑って「大阪です。定期の学会がありますので。僕は連れてってもらえませんでしたが。何しろ急でしたし、暫く向こうに滞在される様ですから、仕事が溜まってしまって。ところがその仕事に使うものがどうも先生のご自宅にあるようでしたので携帯に」

「……あの、携帯ってさっき二階で鳴ってた？」

　花籠を見る小春。花籠は慌てて、「私のかな？」というが、言った直後に着信メロディーのことを思い出し絶望した。

「それで、電話しました所、妹さんが出られまして、事情を話しましたところ先生が良いと仰るなら，参っても良いとの事でして。その後、矢内先生の方へ連絡して、隣にいた先生から許可を頂きました」

　さらりと言ってのける桜宮。花籠はきょとんとしている。

　小春は納得した様で「まあまあ、それはお手数をおかけしました。どうぞごゆっくりお調べ下さい。花籠、部屋まで案内して差し上げて」と愛想が良い。

「どうも、すみません」

「いいえ」

　小春はそう言うと今へ引っ込んでいった。花籠は桜宮を一瞥すると「プロですね」と言って階段を上っていった。後につづく桜宮は心なしかにやにやしていた。

　佑馬の部屋に入り、ドアを閉める。花籠と桜宮は部屋の真中のテーブルを囲んで座った。

「便宜上、お兄ちゃんの部屋に来ましたけど、別にここで良いですよね」

「うん、勿論。母御さんに会った時はむしろ外で落ち合えばよかったって思ったほどだよ」

　花籠は頷くが実際は地の利のない所や人の居る所では会いたくなかった。彼が何者なのかを細かく掴めていないからだ。意外に人ごみの多い所の方が安全そうで危険だと言うことを花籠は何からの情報だかは忘れたが知っていた。

「あの、ええと、桜宮さんでしたっけ。お兄ちゃんのことを話し合う前に確認したい事があるのですけれども」

「花籠ちゃん。……あ、「ちゃん」付けで良いかい？」

「呼び方はお好きに。例え勝手に仇名をつけられても怒りませんから」

「わかった、花籠ちゃん。この部屋はパソコンが一台あるみたいだけれど、ここは先生の部屋だから、おそらく盗聴機の類はしかけられていないだろうね」

「……ええ、多分」

「そうか、じゃあ、良かった」

　桜宮は態とらしく大きく息をついて見せる。

「これで、何の気兼ねもなくＮＡＤの使徒同士話ができるね」

　はっと顔を挙げる花籠。桜宮は微笑する。

「そう驚かないでよ。予想済みなんだろ？」

「誰、ですか？」

　ＮＡＤメンバーはＮＡＤネームを使う為彼が誰であるかはわからない。

「当ててごらん。

　君は？」

「…………ホァロンという名です」

「えっ！　ホァロンさん！　君が？　じゃあ、一回会っているよ。本会議で」

「ええっ？本当ですか」

　花籠は思考錯誤する。花籠が使徒になってからはまだそう日がたっていないので、あった使徒といえば必然的に限定される事になる。

「……まさか、レーシュさん？」

　そうは言ったものの桜宮とレーシュじゃ性格があまりに違う。いくらネット人格と本人とは違うといっても想像しがたかった。

「レーシュ？　……君はレーシュに会ったのかい！？」

　興奮する桜宮。花籠は圧倒されて戸惑う。

「まあ、まあ、それは置いておこう。とにかく僕は……」

「あ、わかった！　チェリー君ね！」

　桜宮の声をさえぎって叫ぶ花籠。桜宮はにっこり頷いた。

「結構、安易ですね」

「まあね。ＡＶの話しで君と話したろ？」

「そうでした。あの時はどうも」

「楽しめたかい？」

「そりゃそうですよ、私、使徒ですもん」

　花籠もにこりとする。

「そう。いや、でも驚いた。先生の妹さんが使徒だなんて。世の中狭い物だねえ。

　いや、世間話をしている場合ではないね」

　顔色を急に落とす桜宮。鼻も笑顔を消す。

「お兄ちゃん、やっぱりＮＡＤに……」

「恐らく。僕が知ったのは今日の明け方だけどね。今日は徹夜してたから」

「私はさっき知ったばかりです。それでケータイにお兄ちゃんに電話したら」

「僕が出た、と。うん、所で花籠ちゃんは今回の事についての詳細情報をもう呼んだかい？」

「詳細？　あ、忘れてた。未だダウンロードしてませんでした。じゃあ、私の部屋に行きましょう」

「良いのかい？」

　眉を上げる桜宮。

「盗聴機のことなら大丈夫ですよ……多分」

「いや、そうじゃなくて」

　桜宮は頭を掻くが花籠は小首を傾げるだけだ。

「それに、母御さんが来たらどう説明するんだい？」

「まあ、適当に誤魔化します。それより『それに』の前にあった筈の事ことってなんですか？」

「まあ、いいじゃないか」

「ふう……ん。まあ、いいです。来てください」

　花籠は宮を自室へ通した。桜宮は花籠の部屋へ入るなりざっと様子を見て、安心した様に雰囲気を元に戻した。

「……女らしくない部屋で落ち着きましたか？」

　皮肉る花籠に桜宮は咳払い一つして逃げた。花籠はくすくすと笑うと「こっちです」といって、ソーンの方へ近づいていった。

「このパソコンがＮＡＤ用の？」

「いえ、その机の横のはアルシェだから違います。ＮＡＤ用のはこっちのソーン」

「アルシェ？　これＮＥＣのだろ？　けど、そんなパソコン知らないなあ」

「私が名付けたんです」

　ソーンの電源を入れ、椅子に座る花籠。

「椅子は机のを使ってください」

「いや、結構。立っているよ」

　花籠の後ろに立つ桜宮。ブラウン管に彼の上半身が映る。やがてソーンが起動するとＮＡＤを立ち上げ、入室パスワードをクリアする。そのまま『使徒の皆様へ』を選び、先と同じ手順を踏む。

『ホァロン君は、小暮佑馬の件に参加表明をされました。変更の必要がありますか？』

　画面には新しくその文が現れた。花籠はその文を無視し、画面下部の『情報』ボタンをクリックする。

『小暮佑馬の件についての詳細情報をダウンロードすることができます。ダウンロードしますか？』

　花籠はＹＥＳをクリックすると、ダウンロードについての２、３の注意書きが現れた。それを全て読み飛ばすとやがてソーンは詳細をダウンロードし始めた。ダウンロードは数秒で済んだ。

「花籠ちゃん。分かってると思うけど、詳細の複製は禁止だよ。ＮＡＤは秘密裏の組織だからね」

「わかってます。笑っちゃいますよ？　そんなこと言うと。

　今の諸注意は読み飛ばしたけど、あそこに書いてあった事は確認済みです。それにソーンにはプリンターがついてないでしょう？　フロッピーに落とす気もありませんし」

　桜宮は無言で頷く。ダウンロードした詳細はワードに写してパスワードをかけた後、マイドキュメントの中に入れておく。ワードのセキュリティは弱いが無いよりはマシだ。

「桜宮さんが言うかもしれないから先に言いますけど、この保存した詳細も本会議の間しか残して置きません。それが終わればすぐ消去します」

「満・点」

　桜宮は口笛を鳴らす
。

　花籠は改めて『詳細』と名付けたワードファイルを開く。パスワードの『ｈｕａｌｏｎｇ』を入力するとすぐに明朝体になった詳細が表示された。

『小暮佑馬の件についての詳細。

☆人物名をクリックするとその人物の詳細データが表示されます。

　本件は2004年七月十九日に起きた。場所は東京都、読売ランドに隣接するプリンスホテル内である。

　2004年七月十九日午前11頃。東京都の私立大学理学部研究室において人工知能の研究をしている２８才の未婚男性、小暮　佑馬（コグレ　ユウマ。以下、佑馬）は同じ研究室の上司、32才既婚男性の矢内　件（ヤナイ　クダン。以下、件）の娘である８才の少女、矢内　美鈴（ヤナイ　ミスズ。以下、美鈴）を前述の読売ランドへと連れて行った』

　花籠は『読売ランド』をクリックするが、ワード文章である為無反応であった。仕方が無いので詳細の最後についている注記を見ると、そこには実に膨大な量の注記があった。その中からざっと読売ランドについての記述を探すと、どうやらテーマパークで遊園地の類であることがわかった。

『連れて行ったのは佑馬からではない。本来は父親の件が美鈴を連れていく予定だったのだが、実行日の四日前に学会が入ったため、佑馬に代行を頼んだのである。

　午後4時まで二人は読売ランド内に居た。しかし、午後4時30頃、美鈴が行方不明になる。佑馬は園内放送などで美鈴を探すが発見できず。

　午後6時頃、佑馬は件に電話をかけているが件は電車内にいたため携帯電話に出る事は無かった。午後7時未明。二人の黒いスーツを着た男が佑馬にコンタクトを取った。二人はどちらも中国人であり、香港マフィアと予想されるが詳細は不明。二人は佑馬に美鈴を拉致した事を告げる。

　ところで、同日午後八時、読売ランドに隣接するプリンスホテル内ではＳＯＮＹの新製品の発表会が行われた。会には電気機器部品輸入業種ｒａｇｎａの代表取締役、58才男性、菅原　正彦（スガワラ　マサヒコ。以下、菅原）も出席した。

　二人の中国人は佑馬にトカレフを一丁手渡すと、同時に菅原の暗殺を命じた。佑馬がここで相手の要求に断りを入れたかどうかについての情報はないが、美鈴が人質になっているため、相手の要求に応じた』

「……とかれふ？」

　『暗殺』と聞いてくぐもった顔で尋ねる花籠。

「中国人がよく売りさばいている短銃だよ。十万程度で簡単に買えるって話しだ。新宿なんかでね」

「……」

『午後8時30。予定通り菅原は新製品発表の祝辞挨拶を述べる。予定時間は10分であったが、菅原が話し始めてから７分後に銃声がなり、菅原は撃たれた。すぐに病院に運ばれたが40分後に出血多量で死亡。

　警察がホテルに到着したのは銃声があってから22分後。警察の調べにより、到着後17分にして犯人は捕えられた。犯人は同ホテル4階の倉庫において隠れている所を警察に確保された。犯人の名は32才会社員男性、藤間　直輝（イチハラ　ナオキ。以下、直輝）。凶器はトカレフ。本人は凶器は二人組の中国人から手渡されたと主張。７才の娘、藤間　優（フジマ　ユウ。以下、優）がその中国人に拉致され、優を人質に菅原の暗殺を命令された模様。

　午後八時半。直輝は菅原を撃つだけ撃って態と弾を外すつもりだったが、運悪く菅原に命中してしまった為、気が動転した。菅原を撃つと、予め犯人と連絡を取り合った14階に行った。その際、一本早いエレベーターで先に14階に向かっていた佑馬と14階の廊下ですれ違った。佑馬もトカレフを持っていた。そのまま佑馬は直輝の上ってきたエレベーターを使い下に降りて行った。直後、同階1405室から銃声が聞こえた。部屋は防音完備されているので、扉が半開きになっている部屋だと言うことはすぐ確認できた。直輝がドアの隙間から部屋を覗くとリビングで頭部を撃ちぬかれた一人の少女が激しい出血と共に床に倒れる所であった。絨毯の上に倒れた少女は最初頭を押さえながら床をのた打ち回ったが、暫くすると動きが静まり、何度か大きく痙攣した後、絶命した。

　少女の横には娘の優が居た。

　どうやら二人組の中国人は用済みと化した人質の処分をしようとしていたらしい。少女の次は娘だと思った直輝はとっさに部屋に飛び込んで残り五発のトカレフを二人に向けて撃った。銃弾は五発全て使われ、二発は一人の中国人に当たり、一発はもう一人の中国人の腹部に当たり、残りは全て外れた。中国人は午後八時未明に死亡したが、銃声に気付いた隣室の客が部屋に現れた為、娘の優を置いて逃走。

　午後9時9分。直輝は同ホテルの4階倉庫において隠れている所を逮捕された。

　警察の調べにより、午後9時18分、同ホテル14階の1405室にて二人の中国人と一人の少女の遺体と血まみれで泣いている少女が発見された。殺害された中国人は直輝の供述と一致した。また、殺害された少女、美鈴の体内から検出された銃弾は直輝の所持していた銃から放たれた物ではなく、殺害された中国人の銃から発射されたものだという事が後の調べでわかった。

　直輝は警察に護送されたが、佑馬に至っては警察はその存在にすら気付くことなく、行方不明であった。が、七月二十日午前2時32分。ＮＡＤ緊急会議により、佑馬を被告としたＮＡＤを開く事を決定。同日午前3時42分。新宿歌舞伎町の路地を歩行していた佑馬をＮＡＤ実行部が確保。同4時、本会議の出席者を能力重視で採択。午後4時35分、ＶＡＯから選定された使徒へのメールを送信。今に至る。

　本件の主眼は『知人の娘を見殺しにした男は裁かれるべきか否か』にある。使徒は各自好きな趣向に基づいて議論を楽しんで欲しい。

　高尚な夜を』

　花籠はゆっくりと息をついた。が、少しも心が穏やかにならない。

「……」

　桜宮は何も言わない。花籠はもう一度大きく息を吸って吐く。こんなにも凄惨なことがあった等とは思いも寄らなかった。しかみ、それはつい昨日の事だ。そう、つい先ほど誕生日を祝ってもらえなかった等と言って嘆いていた昨日の事なのだ。

「馬鹿みたい、私。何が誕生日よ。お兄ちゃん，こんな目に会ってたって言うのに……」

　花籠は桜宮に聞こえない様に呟いた。

「……この事、流石にニュースになってたよ。線性の事は何も触れられてなかったけど」

「でしょうね」

「しかも、真相すらニュースでは語られてなかった。ニュースじゃ中国人の話なんか出てきやしなかった。『ｒａｇｎａの社長、撃たれる』ってだけさ。まあ、警察の隠蔽か、ＮＡＤの操作かって所だろう」

　ＮＡＤの操作といわれても少しも違和感がなかった。それ程もはやＮＡＤは大きな組織なのである。

「そんなことどっちでもいいです。とにかくこうなってしまった以上、お兄ちゃんを助けないと」

「勿論。ＮＡＤで有罪になったら、終わりだ。でも、僕も君も使徒だったのは不幸中の幸いだったよ。味方が増えたからね」

「そうですね。味方になってくれればですけど」

「勿論。僕は先生に感謝してもしきれないほど世話になったからね。正直言うと、先生なしじゃあの研究室には居ないよ」

　それを聞いて花籠は少し微笑んだ。

「でも、ＮＡＤで必ず勝つという保証はありません」

「そりゃそうだね。で？」

　言いたい事が分ったのか顔をややしかめて桜宮が聞く。花はためらいがちに告げる。

「万一の為、ＮＡＤから物理的にお兄ちゃんを取り戻します」

「不可能。ごめん花籠ちゃん、ぶしつけな言い方だけど、それは不可能だよ。ＮＡＤから先生を？　どこに囚われているかもわからないのに？」

　真っ向から突っぱねられて花籠は口をつぐんだ。

「でも、でも。じゃあ、どうすれば……」

「それについては仕様がない。とにかく先生を救うにはＮＡＤで勝つしかないんだよ。その点はＮＡＤは公平かつ紳士的だからね」

　花籠は胸にすっきりしない物を抱えながらも聞き入れる事にした。桜宮は椅子に座って俯いている花籠の顔を覗きこむと微笑んで「頑張ろうね」とだけ言った。

　花籠はこくんと頷くと桜宮は花籠の頭を撫でた。

「じゃ、事情は大分飲み込めたからさ、次はＮＡＤで会おう、花籠ちゃん」

「もう、帰るんですか」

「今の君をおいて去るのは心もとないけどね。けど、僕が居たって何もイヤされないと思うし」

　花籠が再度頷くともう一度頭を撫でて桜宮は部屋を去った。一人になると急に静かになった気がした。やがてガレージから車が去る音がして、花籠は窓から桜宮を見送った。

　花籠は完全に一人になったが、部屋の中には微かに男の汗の匂いがする。時計を見るともう正午になろうとしていた。


Ⅴ

　２００４年七月二十一日午後五時。花籠はソーンの前に座っていた。花籠の顔にはＮＡＤ専用のマスクが付けられている。このマスクは表情まで読み取ってくれる優れものだが唯一、格好が悪いという欠点がある。が、ＮＡＤをやる時は廻りに誰も居ない時なので誰かに笑われると言うことは無い。

　既にマスクにはＮＡＤの映像が映し出されていた。前回と同じく使徒とテミスがテーブルの周りに居る。但し、今回は五人という大人数の為、円卓ではなく、四角いテーブルである。使徒の配置はこうだ。テミスを中心に右手と左手に分かれている。左手は擁護派と書かれている白いプレートがあり、右手は訴求派と書かれた黒い白文字のプレートがある。

　花籠の他には全員が既に出席していた。花籠はテミスに「私、擁護」というと、ホァロンは滑らかなアニメーションをしながら開いている擁護派の席についた。花籠の右には以前見たチェリーの姿があった。チェリーは30代半ばのひげを生やした男の顔をしている。基盤を自分にしたようなので、十数年後の桜宮なのだろうなと花籠は思った。

「こんにちは」

　小声でに話しかけるとチェリーはにこりとする。どうやら桜宮は予告通り花籠の味方をしてくれるようである。

「おや、ホァロン君、また会ったね」

　花籠の正面には葵奴がいた。相変わらずの綺麗な金髪を誇らしげに揺らしている様は余裕を醸し出させている。

「私は会いたくなかったよ」

　渋い顔をする花籠に葵奴は遺憾な顔をした。

「随分とご挨拶だね」

「皮肉じゃないわ。本当にここじゃあいたくなかったの」

　ため息をつく花籠。これ以上言うと余計な事を感づかれるかもしれない。花籠は沈黙を保つ事にした。

「……ま、どんな理由があるかは知らないけどね、負けはしないよ」

「そういうわけには、いかない」

「ま、まあまあ、お姉ちゃんたち。そうカリカリしないでよ」

　険悪な雰囲気を感じたか、葵奴の隣に座っているまだ10才にも満たないような少年が取りなおした。少年は青く髪を染めていて、瞳も青い。服までもが青色で、サスペンダーだけが紺色だ。姿よりも言い方は大人びている為、實年齢はかなり上だろう。第一、10才程度の少年に使徒が勤まるはずもない。

「別に、カリカリなんてしてないな。ホァロン君がご機嫌斜めなだけさ」

「悪いが、もう時間は過ぎている。紹介をしてくれ、テミス」

　訴求側で、葵奴のもう片方の隣に座っている老人がテミスに声をかける。

「分かった」

　銀髪の青年は静かに答えると使徒の顔を一瞥する。

「擁護派、ホァロン」

　まず始めに花籠の名が呼ばれた。花籠は反射的に｢はい｣と答える。

「擁護派、チェリー」

　桜宮も続いて答える。

「訴求派、葵奴」

「うん」

「訴求派、矢内　件」

　花籠はピタッと一瞬表情をこわばらせた。桜宮は花籠に気付いた様で「よくあることだよ。態と被告の名前に変えてインパクト取ろうとするセコイ手だ。ＮＡＤは自由に名を変えられるからね。こんなの全然気にしなくて良い」と耳打ちする。

「……うん」

　花籠は件から目をそらさないまま頷いた。

「メリィ」

「は～い」

　先程の少年が元気よく答える。

「以上が使徒ハルマの五名。そしてルシーラの代行たるミール（論理を司る者）のテミスの計六名で論議を行う」

　人工知能テミスは一同を眺める。この間やリアクションも全てがＮＡＤによって作られた物だと言うことを考えると花籠はＮＡＤの組織力に背筋が凍る思いがよぎった。もし，ＮＡＤで負ければ佑馬は確実に死ぬ。ＮＡＤならそれくらいのことはすぐにやってのけてしまうであろう。

「……相変わらずよくできた人工知能だな。僕や先生が作ってるのとは比べ物にならない」

　桜宮がポツリと洩らした。

「では、議論を始める」

テミス「最初に発論する物は誰か」

葵奴「私がやろう、テミス」

テミス「では葵奴の発論とする」

葵奴「さて、今回のは具体的に被告が居る件だからね、やはり被告が有罪か否かを決めるポイントをある程度絞っておきたいな。

　被告、小暮　佑馬は別に日本の刑法を犯したわけではないけど、ここで問題になっているのは美鈴ちゃんを見捨てたことが有罪かどうかだからね。私は訴求側に立っているから当然有罪を推すよ。了」

ホァロン「有罪だと思う理由って訴求側に居ること？　じゃあ、訴求側に立った事の理由は何？　了」

葵奴「うん、一段掘り下げるって訳だね。私が訴求側に立ったのは、佑馬には十分美鈴を助ける事ができたと思ったからだよ。美鈴を助けられる余力があるのに助けなかったらそれこそ正に『見殺し』だろう？見殺しは……えっと、うん、辞書にないね。あ、まって、こっちにあった。見殺しとは『人が死ぬのを見ていながら助けない事』とあるね。

　う～ん、テミス、『それこそ正に見殺し』といったが、修飾を削除してくれ。了、返」

ホァロン「修飾を消したのは正解だったね。でも、消した事を敢えて掘り下げても良いかしら？　了」

葵奴「いいよ、了、返」

ホァロン「まあ、佑馬……さんが、その美鈴ちゃんを助けられたのに助けなかったとしても、助ける余力が無くて助けなかったとしても、いづれにせよ見殺しの定義には当てはまるわけだよね。けど、今、葵奴君がいったように、助けられたのに助けなかった方がより見殺しに該当するという事だよね。私は『それこそ正に見殺し』という言葉をそう取ったんだけど、いいかな？　了」

葵奴「まあ、いいよ。君がそれをそう解釈する分にはね。でも、それを根拠に後から私を責めないでくれよ。了」

ホァロン「そこで、佑馬さんにその時美鈴ちゃんを助ける余裕があったかどうかを一つの焦点にしたいと思うのだけれど。了」

葵奴「構わないよ」

メリィ「ポイントは欲しい所だもんねえ。僕も賛成。了」

件「では、まずは私が述べよう。私も被告が美鈴を助け様と思えば助けられたと主張したい。皆、詳細は熟読の上だと思う。詳細に書いてあったが、被告は2004年７月１９日午後８時３０分頃つまり、菅原が撃ち殺された後、藤間　直輝は14階で被告とすれ違っている。美鈴が閉じ込められていた部屋のドアは開いていた為、被告はその部屋を見ていたと思われる。そして、直輝が被告とすれ違って間も無く美鈴は撃ち殺されている。つまり、被告は美鈴が射殺されると言うことを分かった上で逃げたのだ。この時点で既に美鈴を見捨てているといえよう。なぜなら、被告は美鈴を射殺した犯人グループに部屋を覗いているのを気付かれていなかったからだ。もし気付かれていたのなら逃がされるはずが無く美鈴もろとも撃たれているはずだからだ。了」

　沈黙。件は気分よさげににやついている。メリィは微笑を絶やさずに居るが、葵奴は渋い顔をしている。花籠はチェリーを見ると、チェリーは「僕が行っても良い？」と聞いてくる。花籠は最終発論から経った時間を見た。182ｓｅｃが経っていた。

　花はチェリーに「いいですよ。一気に攻めますか」と聞くとチェリーは首を振った。

「いや、只の点数稼ぎだよ」

「まあ、十分です。どうぞ」

「あの～」

　突然メリィが喋りかけてくる。

「何？メリィ君」

「ホァロンお姉ちゃん、なんでチェリーお兄ちゃんにだけ丁寧語使うの？」

　花籠はどきりとした。てっきり注意を欠いていたが、現実に合わせてチェリーには丁寧語を使ってしまっていた。これでは危うく二人が現実世界で繋がっている事がばれかねない。ＮＡＤの使徒は現実で繋がっていない方が議論上で公平だという理由で使徒同士の実際の接触は禁忌されているので知れては大事になってしまう。

「あ、いや、別に。味方側だからよ」

「ふうん」

「もういいかな、メリィ君。発論したいんだが」

「は～い」

「では、チェリーの発論とする」

チェリー「はい。件さんの今の発論中の『菅原が撃ち殺された』は非妥当です。訂正されたい。了、提」

件「ほお、早いな。どれ折角だ、受けようか。

　で、どう非妥当なんだね？了」

チェリー「菅原が死んだのは撃たれてから45分経った後です。撃たれたではあっても撃ち殺されたは妥当ではないというわけです。了」

件「いや、撃ち殺されたのは事実そうだろう。45分たっていようが彼が後に死んだことは事実なのだから撃ち殺されたで良い筈だ。了」

チェリー「駄目です。あなたは『菅原が撃ち殺された後』という文と８時３０分頃を『つまり』で結び付けています。そのせいで、撃ち殺された時刻が限定されてしまいます。したがって貴方の文では、8時30頃に撃たれかつ殺されたという風に取られてしまいます。それとも貴方の8時30頃の『頃』というのはそれから45分も後の出来事まで含んでしまうほど長いのですか？了」

件「『撃たれかつ殺された』といったが、撃たれてそのせいで後に死んだと取れはしないか？了」

チェリー「ええ、8時30分頃に撃たれ少し後だがやはり8時30頃に死んだと、ね。了」

　不意に黙って聞いていたメリィがくすくすと笑い出す。件はむっとした顔をする。

メリィ「テミス、もうそろそろ終わらせようよ。僕，飽きちゃった」

テミス「矢内件、問題の曖昧表現につき減点。

　矢内件、声調苛烈の為減点。

　矢内件、不利沈黙は与えられず。

　チェリー、瑣末な指摘により減点。不利沈黙を与える」

「あらら」

　ぼやくチェリーに「不利沈黙は予想外でしたね」と丁寧語を変えずに言う花籠。チェリーは苦笑いをしながら「ごめん。あとは頑張って」という。今の所ここでの不利沈黙はそうは痛手にならない。佑馬の身を案じてかなりストレスが溜まっている状態にしては二人ともよくリラックスして議論に望めている様だ。

ホァロン「それじゃ、続きは私。ええと、件君のは単なる推測であるから確証がない。まずはテミスにその推測の真理を聞きたい。了、申」

テミス「矢内件の推測は妥当。部屋のドアを開けたのは佑馬だとされている。ドアを開けたが、二名の中国人はそれに気付かず、当時、二人は美鈴に銃を向けていたものとされる」

メリィ「まあ、そりゃそうだよねえ。そうじゃなきゃお兄ちゃんが女の子を見捨てたのが罪かなんてテーマ、出ないもんね。了」

ホァロン「成る程。じゃあ、こう考えよう。

　一人の只の学者青年が、トカレフとかいう短銃一丁持っただけで、中国マフィアと想定されるような男二人に立ち向かえるだろうか？　もし、そんな只の青年がプロである……プロらしき二人組に対し、奇襲の機会があったとしても、只の青年が勝てると思うかな？　見捨てたと君達は言うが、もし彼が飛び込んだとしても美鈴諸共殺されるのが落ちというものだ。それが解かっていてみすみす殺されに行くだろうか？　その状態でも果たして佑馬さんは美鈴を助ける余裕があったといえるだろうか？　私はないと思うし、それは君達や常識からも同意されるだろう。了」

葵奴「うん、そうだね。確かにプロだかなんだか知らないが、少なくとも自分よりは手馴れてそうな連中青手に短銃一丁で立ち向かうというのは無謀だ。それは私も同意する。了」

ホァロン「で、佑馬さんに美鈴ちゃんを助ける余裕が無かったことも同意してくれるかな？了」

　これさえ葵奴が同意すればこの発論の趣旨である『佑馬は美鈴を助ける余裕があったのにもかかわらず助けなかった。（これは正に見捨てるという行為である（←葵奴免責））』という所が否定される。花籠は息を潜めた。

葵奴「ホァロン君が言う通りだったら、勿論ｙｅｓだよ。うん私も同意しよう。

　では、果たして佑馬は『只の学者青年』なのかな？ちょっと待ってよ。了」

　花籠は首を傾げた。一方、メリィは葵奴の待ってという言葉を無視して喋り出した。

メリィ「僕、先に見つけたからいっちゃうよ、お姉ちゃん。

　う～ん、被告だけあって詳細には佑馬お兄ちゃんの事がよく書かれているね。家族構成や職業まで詳しいね。でも、妹とは年がすっごく離れてるねえ。あはは、妹ヘンな名前、何て読むんだろ？多分『カコ』さんかな。読みだけは皇族の人と同じだね～」

　花籠は自分の名を出されて心臓が張り裂けそうだった。ましてや花籠のＮＡＤネームは花籠を中国語読みしただけであるからいつばれるかと思うと気が気でなかった。

（下らん事をべらべら話すな、クソガキ！）

「えっと～、佑馬お兄ちゃんはねぇ、4年前にアメリカに行ってた事があるみたいだね。滞在って言うのかな、一年以上居たみたいだね。で、そこで銃の訓練をしていたみたい。訓練って行っても射撃場に好きでよく行ってたってぐらいなもんだけど、随分腕前はよかったらしいよ。銃の扱いも実技も。

　この時点で、佑馬お兄ちゃんは『只の学者青年』だとは言えないと思うんだけどなあ。了」

「えっ！？」

　花籠は思わず声を上げてしまった。テミスはすかさず「ホァロン、今のは発論であるか？」と聞いてくる。

「い、いや違うよ。只、その……よく目を通してなかったから驚いただけっていうか」

「今のは只の感嘆文として取り扱う」

　銀髪の無生物はさらりと言ってのけたが、管嬢のある花籠はひどく驚いていた。正直言って花籠は佑馬の心配が先立ってしまい、今回は詳細にろくに目を通す気力がなかった。だから、知り尽くしていると自負していた佑馬の情報に至っては気力確保、労力削減の為目を通さなかったのだ。勿論佑馬が渡米した事は知っていたが、銃の訓練をしていた等とは初耳だった。チェリーを見るが彼も驚いた様で目を丸くしていた。

（何よ！　ＮＡＤの調べは接してた家族にすら勝るって言う訳！？）

　知らなかった兄の能力をいきなり知らされて戸惑う花籠。形勢はどうやら一気に逆転してしまった。が、冷静さを失う事だけはできない。してはいけないのだ。今、冷静さを失う事は即ち佑馬を失う事である。花籠は毅然とした態度を保ちつづけた。

ホァロン「成る程。ではこちらも主張を建てなおさなければならないようだね。確かに佑馬さんは銃の扱いになれていたようだから只の青年ではなかった。が、それでも相手は二人だ。適うとは言いがたい。了」

葵奴「が、今回は先程までの説得力はないね。それだけ精通していれば或いは奇襲なら勝てたかもしれない。最低、引き金を二回引くだけだしね。銃の撃ち方すらわからない青年よりはずっと歩が良いよ。佑馬が銃に無知ならいくら奇襲とはいえ飛び込むのは無謀だというのは恐らくここに居る者以外にも納得されるだろう。が、銃に精通してるといえば話しは別。了」

ホァロン「はあ、これじゃ収拾つかなくなっちゃったね。余裕が有ったとも言いがたいし、さりとて無かったとも言えない。テミス？了、申」

　花籠はにこりとする。葵奴はそれを見てため息を一つつく。

「チェリー君の復帰の為にｕｐｓｅｔさせたね、ホァロン君。折角こっちの発論通して速攻で終わりに仕様と思ったのにさ」

「始まって20分もせずに被告が死んだら可哀想でしょう？」

「ご随意に」

　金髪の上を掻き分けながら葵奴は軽く皮肉を返す。

テミス「被告に余裕があったか否かについては不定。よって本発論は不定。本発論の続行は認められない。本発論を終了する。

　チェリーの不利沈黙を解く。

　葵奴は弁論過多により減点。

　葵奴は無意味な発言の過多により減点。

　ホァロンは弁論過多により減点。

　メリィは適切かつ迅速な情報提示により加点。

　暫定勝利側は擁護派。

　以下、自由発論とする」

　テミスの暫定勝利者の発表を聞いた花籠は一気に緊張の糸が解れた。やはり、チェリーの件とのやり取りが利いたのだろう。

ホァロン「はああああああ。疲れた」

チェリー「黙ってるのもね。すっかりしてやられちゃったよ。一回目から不利沈黙なんてさ」

葵奴「でも、暫定では君達だよ。やるじゃないか。やっぱ件君のせいかな」

　ぴしゃりという葵奴に件は眉を顰める。

件「やれやれだな」

葵奴「こっちがね」

メリィ「まあまあ、二人とも喧嘩は止めようよ」

ホァロン「そうだよ、君らしくない」

葵奴「いいや、私らしいよ。正直言うがね、私はこういうアイデンティティの確立しないキャラクターは嫌いなんだよ。

　はん、件とかいってウケ狙ってるみたいだけど一体あんた誰さね！」

　しん、とする一同。

件「名前なんて私にとってはどうでも良い物だ。むしろ、名前を毎回変えないとお前とホァロンのように冗談を言い合い、じゃれ合い、馴れ合うゲスになってしまうではないか。それをしないのが私の趣向だ。ケチをつけられる覚えは無いな」

葵奴「はん、そうかい」

ホァロン「アオイ、いい加減にして！　良いじゃない、彼は彼で。貴方の言う通り、お互いある程度知ってるならそれは良いけど、彼の言うように馴れ合いのサロンになったらＮＡＤは機能しなくなるのも事実だよ」

葵奴「ＮＡＤをサロン化するようならとっくに使徒をクビにされてるよ。私達は節度を持って付き合ってるはずだがね、ホァロン君、君と私は」

ホァロン「そうね。でも、そうは思わない人が居るだけのことよ」

葵奴「ああ。まあ、熱くなってしまったけど、解かってはいるんだよ。只、やっぱり気に食わないね」

ホァロン「ま、とにかく、今度は私が発論するわ。いい？」

　花籠の申し出に全員が頷いた。

　Ⅵ

　2004年7月20日午後2時頃。埼玉県上福岡市上福岡駅。

　駅廻りは雑踏であふれかえっていた。平日の日中だというのに平気な顔をして学生たちが街をぶらついている。

　この街は埼玉県の中でも最も治安が悪い。その理由としては、駅廻りに交番が無いことが挙げられる。

　上福岡は昼寝も取らず、夜も徹夜する。

　上福岡駅のエスカレーターから一人の黒髪の少女が降りてきた。少女はまだ成人になったかならないか程度の風貌だが、何分服装がやや少女趣味なので、よりいっそう幼く見える。上着は袖に少しフリルがついていて、胸にも申し訳程度だがアップリケが縫い付けてある。スカートは長めの赤地で黒のチェックが入っている物でこれも幼稚だ。そんな風に少女の服装は幼げであり、それは彼女の横のビニール製の黒い胸を強調した服を着込んでいる女と比べるとより鮮明に判じることができた。

「暑いなあ。汗かいちゃう」

　少女は子犬の様に袖の匂いをかいだ。確かに少し汗ばんでいる。が、昔と違ってもはや自臭症を克服した彼女にとってはさして気になるほどではなかった。

　少女は駅前から徒歩で街中に入っていった。４階建ての黒田書店を過ぎ、ファミリーマーとの所で左に曲がる。次の十字路を無視し、その次の十字路で右に右に曲がりレンタルビデオ店のアコムを過ぎ、真っ直ぐ歩く。ここまでで既に背中がじとーっとしてくる。次の十字路を無視して細くなった道を真っ直ぐ行き、Ｔ字路を左に曲がる。本来はここで真っ直ぐ突き当りまで行った方が目的地に近いのだが、少女はこの道の方がなれているのだ。そして、次のＴ字路を右に曲がり、居酒屋のあるＴ字路を右に曲がり少し歩くとやがて左手にパンダの像の中に便所がある大原公園という公園が左手に見えた。この公園はブランコと簡単なアスレチックがあり、別に手狭でもないのでこの時間は赤ん坊や幼児連れの母親が多い。

　少女は公園内の時計を見た。まだ、2時15分。約束までは後45分もある。早く来すぎてしまった様だ。正直言うと少女はもしかしたら相手も自分と同じでは約会いたいが為に一縷の望みをかけて早めに来ているのではないかと期待していたのだが、それは儚いものでしかなかった。

「ふぅ」と一息ため息をつくと、少女は自分の時計を見る。やはりそれも2時15分を指していた。

「ま、そんなもんだよね」

　といった瞬間少女は首筋に突如切られたような鋭い感覚を感じた。

「きゃぁっ！」

　首を押さえてばっと振り向くと。

「よう、嬢ちゃん。早いな。時間間違えちまったか、俺？」

　少女の首筋に冷たいピコーのミルクティーをなすりつけた男が微笑んでいた。

「Ｒさん！　いえ、早いです、どっちも」

「そうか、なら良かった。間違えたかと思ったよ。はいよ、ジュース飲みな、暑いだろ」

「ありが……。ちょっと待ってください？」

「何で嬢ちゃんが早く来たのを知らなかったはずの俺が既にジュースを買っていたかなんて野暮な事以外なら聞くぜ？」

　Ｒと呼ばれた男はにこりとする。Ｒはノンスリーブのクリーム色のシャツに黒のジーパンという簡素な格好をしている。年齢は２０代前半といった感じだろうか、緑色の入った眼鏡をかけていて眼光は非常に鋭い。男前だが見ようによっては恐ろしいようにもみえる。

「……相変わらずですね」

「嬢ちゃんもな、丁。

　しかし、この暑い中よくそんな少女ぉ～な服着てられるよなぁ」

「……貴方が好きそうだから、ですよ」

　小さく呟く丁。Ｒはピコーのレモンティーを開けて飲む。

「で、俺をいきなり呼び出した理由はなんだ？」

　Ｒは空いているブランコへと歩いていった。

「ＮＡＤのことです」

　丁はブランコに座るとキーコキーコと漕ぎ出した。Ｒは面白がってその背中を押してやるが、丁が楽しそうにしないのですぐに飽きて自分もブランコに座った。

「深刻だな。――悩みか。

　またＮＡＤを止めるのか？」

「いいえ、今まで通りレーシュを続けます。問題は私の悩みでなく、ＮＡＤにあります。貴方は初代ルシーラだから良いけど、今のルシーラがどうなってるか、知ってるんですか」

　丁は昔から相も変わらず疑問文を疑問口調で言わない。Ｒはその癖は熟知していたが、時々反語との区別がつかなくなるので未だに困る事がある。

「知らないな。もう、俺の手は離れたからな。

　テミス作ったミールは学校が忙しいみたいでよ。しかも小父さんの所より元居た俺の所にばっかいつきやがって。学校から真っ先にこっちに帰ってきやがる。そんで俺が物書いてるのにじゃれて邪魔しやがるんだ。子猫みてえにな。昔は一言も喋れなかったって言うのが嘘みたいだ。そんなんで余計にテミスは進化しやしない。

　リーベはリーベで仕事が忙しいみたいだしな。もはやＶＡＯの創始者兼ＮＡＤ創始者の一人とは思えんな。ありゃあ、端から見りゃ只のＯＬだもんよ。

　で、伝説の使徒レーシュは一時期引退してたせいで過去の人扱いだもんな。

　つまりさ、ＮＡＤはもう俺達の手から離れたんだよ、丁。

　ま、勿論権限は未だに俺達の手の中にあるけどな」

　Ｒは大きくため息をつく。

「私達が離れた。何もしない。そして……そのせいでＮＡＤが暴走しても、それでも私達は何もしないんですか」

「してるのか、暴走？　そりゃあしょううがねえやな。で、どんな感じで暴走してるんだ？」

　丁はブランコを止める。靴の裏が土とこすれる音が嫌に大きく響く。

「2期2代目ルシーラが暴走しています。今の本会議の被告を知っていますか」

「聞いてないな。知り合いか？」

「……小暮佑馬氏です」

「…………2期2代目ルシーラ……か」

　Ｒは察した様でしかめっ面をしながら呟いた。自然かつ人為的に紅茶の缶が凹む。そのつぶれ方は矛盾的に見えた。

「現ルシーラが自分を悪戯に被告に仕立て上げたというわけか。……一期の４代目も同じコトをしたろ。別段問題じゃないな」

「それだけなら。

　現ルシーラは本会議の詳細に嘘をついています。私の眷属に調べてもらいました、真実を」

「そりゃ悪だ。で、真実は？」

「全然違いました。真実は貴方が好きそうな残酷なお話。ＮＡＤの使徒には二人の中国人が……あ、始めから説明した方が良いですか」

　Ｒは丁を見ながら首を振る。

「え……と。使徒には二人組の中国人、つまりＮＡＤ実行部の刺客の二人なのですが、これが美鈴ちゃんっていう八才の女の子を射殺したという事になっていて、もう一人の優ちゃんっていう同い年の子は無事だったということになっています。佑馬さんは刺客に美鈴ちゃんを拉致され、菅原という男を殺す様に言われた。けど、結局色々有って佑馬さんは美鈴ちゃんを見捨てたという話になっているんですが、これって全然嘘です。本当は全部佑馬さんがしたことです。刺客はその……ペドフィリアだったようで、二人の小さな子供を犯したんだそうです。そして、佑馬さんも……。

　佑馬さんの趣味でしょう、二人の少女は犯された挙句惨殺されました」

「惨殺……どれくらい惨い？」

「……あの、それは私からは言えません。その……聞いただけで気が狂いそうで」

　そう言うと丁はメモをスカートのポケットから取り出し、Ｒに手渡した。丁が口に出せない事が書いてある暗黒のメモである。Ｒはそれに目を通すと「まあ、丁が見る分にはきつい内容かもな」

「……貴方はどうせ、『見たかったなあ』とか言うんでしょうけど……」

　難色を示す丁にＲはふんと鼻で笑うと「だったらどうだ？」と聞く。

「『やりたかったなあ』じゃないだけましですって言います」

　真面目くさって言う丁。Ｒは高らかに笑った。

「ま、いいや。とにかく、あらましはわかったよ。確かにこれは３期に行かせる必要があるな」

「あ、あの。それはちょっと」

「なんだい？　小暮を殺して次の期に行くのが妥当だろう？」

「佑馬さんを降ろして２期３代に行かせるというのはどうですか？」

　珍しく丁が語尾を上げた。

「何でその必要がある？　ここで殺さなきゃ示しがつかんぞ」

「あの……実は、佑馬さんの妹さんに花籠さんというのが居るんですけど、彼女も使徒なんです。私、面識があって……可愛い娘なんです」

「お前の趣味の？」

「Ｒさん！」

　丁は口をとがらせた。

「だって、お前は友達の……なんてったかな、雫だっけ、彼女と恋仲なんだろ？　今だって彼女と八王子で同棲してるんだろ」

「違います。いつの話ししてるんですか。雫ちゃんとは同じ中央大学だから近くに部屋をいっしょに借りてるだけです。雫ちゃんを好きだったのは高校の時ですよ。今は――」

「両刀？」

　Ｒは笑いを堪えている。

「はぁ……これさえなければなあ」

　丁はため息をつく。この態度のせいでいつまでたってもシリアスに告白するチャンスが来ない。

「ん？何か言ったか」

「なんでもないです。とにかくぅ！　そう言う事なんです。だから佑馬さんは降ろす程度で」

「でもな、嬢ちゃん」

　急にＲは真面目な顔に戻る。

「こんな猟奇殺人者、放っておくわけにはいかんだろ。花籠って奴には悪いが、優とか美鈴とか言う二人のチビちゃんたちのこと考えれば妥当だろ？」

「死には死を、ですか？」

「違うね。殺しには殺しを、だ」

「……」

　Ｒはブランコを立つともう一度丁の背を押す。キーコキーコと淋しい音がする。

「丁、お前さんのせいじゃない。安心しな。始末は俺がつける。

　……暫くは……そうだな、夏が過ぎてまたあの匂いが咲く頃になるまではレーシュは眠らせておきな」

「金木犀っていつ頃咲くんですか」

「九月の半ばから十月の始めにかけてだ。まだ２ヶ月は有る。それまでに気持ちの整理をつけておきなさい。

　あ、それよか夏休みの宿題の整理、かな」

　にこりとするＲ。丁は小さく頷くと、Ｒは優しく丁の髪を撫でた。

「あの、Ｒさん？」

　しかし、Ｒは丁の声が聞こえなかったか、「あ～、あっちいな、しかし」

「……」

「あ？何か言ったか？」

「……ｄｅｌａｙ」

「は？」

「それでも、英検一級ですか、Ｒ先生。ｄｅｌａｙ、『延期』です」

「……はあ、そうですか。

　講義、終了？」

　黙って丁は頷いた。そして悪戯をするように微笑んで頭上のＲを見上げた。Ｒも下を向くと、ふいにＲと目が合う。

「赤であり、かつ青である色って紫色だと思いますか？」

「何を、今更。ＮＯにきまってらぁな。何でそんな事聞くんだ？」

「――それに囚われている人が居るからですよ。勇気のない悲しい人が」

　そういって丁は髪に手櫛を入れた。

Ⅶ

テミス「ホァロンの発論を許可します」

チェリー「あ、とりあえず、先発いいかな？了」

ホァロン「どうぞ。了」

チェリー「被告、小暮佑馬は美鈴ちゃんを見殺したと有りますが、それは果たしてドアから美鈴ちゃんが殺されかけそうなのを見たにもかかわらず助けなかったからでしょうか？もし皆さんがそう思うならそれは大きな点を見落としています。その点とは、佑馬さんがその部屋の前までは来ていたという事実です。

　佑馬さんは直輝さんの存在を知らなかった。直輝さんが菅原を撃って14階に行った時には既に佑馬さんは14階にいたわけです。つまり、彼は直輝さんを知らなかったのだから直輝さんに押し付けたのではなく、命令を無視してまでも美鈴ちゃんを助けようとしたと言う事です。

　逆に直輝さんは娘を護ったと有りますが、この時の彼は気が動転していたとあります。今まで人を撃つのにためらいがあったのに菅原を撃ったことによって二人組を撃つ事に踏ん切りが付いたのでしょう。が、佑馬さんはとっくの昔に踏ん切りが付いていて美鈴ちゃんを助け出そうとしていた。この行為自体が美鈴ちゃんを見殺しにしたというのを否定する材料だと思います。了」

葵奴「成る程、もっと広い視点で見た『見殺し』ね。了」

チェリー「そうです。本当に彼が美鈴ちゃんを見殺しにしたのなら、彼は初手でホテルから逃げているはずです。了」

メリィ「初手というのはどの段階かなあ。了」

チェリー「そうですね。やはり、銃を渡されて、一旦一人になってからでしょう。了」

件「逃げられなかったという可能性は無いか？　例えば、その中国人マフィアが被告を見張っていて，逃げればすぐに撃ち殺されかねない状況だったとか。了」

チェリー「可能性はあるでしょう。ですが、それだと美鈴ちゃんを人質にする理由が薄れます。

　あと、中国人マフィアとは決まっていません。訂正を。了、申」

テミス「矢内件の『中国人マフィア』は不適格。よって矢内件は減点」

　チッと葵奴が舌打つのが聞こえた。ＮＡＤの勝ち負けは派閥毎で決定する。従って、件の失敗は葵奴の失敗でもあるのだ。

メリィ「でもね、僕はさあ、菅原のおじちゃんが死ぬ時刻まで美鈴ちゃんを助けるかどうか悩んでたってこと自体おかしいと思うよ。了」

チェリー「何がおかしいんですか？了」

メリィ「まず、佑馬お兄ちゃんが菅原のおじちゃんが死ぬ時刻まで美鈴ちゃんを助けるかどうか悩んでたってことは認めてくれるよね？了」

チェリー「それはそうでしょうね、状況から考えても。了」

メリィ「チェリーお兄ちゃんはね、あのなが～い9前文で、確かこういったよね。議事録からコピーするよ。え～と、『逆に直輝さんは娘を護ったと有りますが、この時の彼は気が動転していたとあります。今まで人を撃つのにためらいがあったのに菅原を撃ったことによって二人組を撃つ事に踏ん切りが付いたのでしょう。が、佑馬さんはとっくの昔に踏ん切りが付いていて美鈴ちゃんを助け出そうとしていた』だね。この『佑馬さんはとっくの昔に踏ん切りが付いていて』の部分なんだけどね、とっくの昔ってのが引っかかったんだ。これって今お兄ちゃんが意味したことに矛盾するよね。佑馬お兄ちゃんは菅原のおじちゃんが死ぬはずの次官まで美鈴ちゃんを助けに行こうとしなかったんだから、『とっくの昔に』というひょうげんはおかしいよ、矛盾する。了」

　チェリーは「あ」と呟いた。テミスは一瞬反応したが感嘆文と理解するとそれを無視した。このままではいづれにせよ分が悪い。メリィのいう事を認めれば矛盾で減点されるし、認めなければ『過度の曖昧』で減点される。が、減点される量は後者の方が圧倒的に少ない。

チェリー「僕の表現が曖昧だった様ですね。表現下手と言う事で身を切りましょう。了、申」

テミス「チェリー、過度の曖昧表現につき減点」

　減点を宣告され，チェリーは渋い顔で沈黙した。

ホァロン「では、私はこう。佑馬さんはアメリカ帰りで銃の扱いにもなれていたとある。また、譲歩して、美鈴ちゃんを見捨てるシーンで中国人に奇襲をかければ勝てるぐらいの力量があったとしよう。

　でも、美鈴ちゃんを首尾よく助ける事ができたとしても、佑馬さんは二人を殺してしまう事になる。日本国憲法では立派に殺人罪が問われるでしょう。殺人になるかどうかについてのレポートは要りますか？了」

メリィ「別に僕は良いよ。机上の空論は好きだから。了」

件「調べてもよい。了」

葵奴「……そう言うことにしておいたほうが無難だね。今日は早めに帰りたいし。了」

ホァロン「有難う。で、佑馬さんは彼らを殺せば殺人になってしまう。ここまでは認可された。つまり、佑馬さんは他人の子を助ける為に自らが殺人罪をこうむる事になってしまうわけ。それは佑馬さんでなくとも避けたい事項だと思う。

　今までは佑馬さんが美鈴ちゃんを見捨てたかどうかなんてことを語ってたけど、私は見捨てたと仮定した上でそれが罪になるかを問題にしたい。そして、そういう狙いを前提において私は『罪にはならない』という向きで話しを進めたいと思う。了」

葵奴「成る程、そう来たか。で、君の主張を私は『他人の為に自らが殺人罪に問われる。それは万人にとって避けたい事であり、それを避けた佑馬はやむを得なかったので、罪はない』という風に取ったんだけれども、如何かな？了」

　花籠悩む事32秒。

ホァロン「いや……他人の娘と私は言った。その解釈は非妥当である。テミスに申し立てたい。りょ……あ、ごめん、タンマ！　やっぱなしなし！　今のなし！　了」

　金髪の少女は花籠の慌てぐあいに微笑で返す。

葵奴「いいよ、危なかったね、ホァロン君。『他人の娘』という言葉は『他人』に内包され得るからね。私のは一方的に上位概念を使ったので曖昧だったが、今の程度じゃ真偽申し立てをしても『瑣末』と私に言われてむしろ君が点を失う所だったよ。私が下位概念を使ったのなら『不確実』で訴えられたがね。残念。了」

件「葵奴。無駄話で点を失う気か？了と言う以上これは発論だ。発論はそもそも点を食う。少年漫画のようなナレーションはよしてくれないかな。了」

葵奴「チェリー君にその点とやらを取られたのは誰だい？　あと、私への忠告のつもりだろうが，そのナレーションもうざいな。了」

テミス「警告。葵奴、矢内件は論議と関係のない話しを過度にした事により警告を受けた。改善が見られなければ減点の上、不利沈黙を規定する」

ホァロン「まあ、話しを元に戻して。うん、葵奴君の解釈で納得しようか。了」

葵奴「リフレインさせとこうかね。君の主張は『他人の為に自らが殺人罪に問われる。それは万人にとって避けたい事であり、それを避けた佑馬はやむを得なかったので、罪はない』と置きかえられるわけだ。まあ、成る程、擁護派的な見解だね。

　だが、やむを得なければ良いのかという問題があるな。やむを得なく人を殺す事があるだろう。

　例えば、そうだな、やくざのボスにあいつを殺して来いと言われた子分はいう事をやむなく聞かざるをえないね。また、雪山で遭難して飯が尽きた時、友達をやむなく殺して食ってしまうということもあるよね。だが、前者は殺人罪が問われ、後者は緊急非難と言う判断が下され、罪には問われない。

　このようにホァロン君、君が言う『やむを得ない』でした事については、罪が問われたり問われなかったりするんだよ。了」

　花籠は暫し考えた。全員の目線が花籠に来る。今、葵奴は殺人の２例を挙げて佑馬の見捨てた事と比較をした。が、この比較は果たして正しいのだろうか。日本国憲法が絡む殺人の話しと憲法が絡まない見捨てただけの話しと比べた葵奴の意見は正しいのだろうか。ここで花籠が異議を唱えれば葵奴は即座に『提』で返してくるだろう。恐らくこれは罠だ。『提』をされた以上、逃げれば減点だし、『提』を受けて負ければ更に状況は悪化する。今は一点ですら惜しい状況だ。しかも使徒にテミスの採点状況はわからない。暫定勝利は自分達の物であったが、恐らく状況は拮抗しているはずなので、先のチェリーの失敗と合わせれば負けてしまうかもしれない。そう考えるとここで葵奴に『提』を出させるのは不都合だ。

　花籠は133秒の後、チェリーに耳打ちをした。使徒にはには耳打ちと言って特定の人物とだけ会話をする権限が有る。無論その内容は誰にも暴露される事はない。

「桜宮さん、どうします？」

「どうって……やっぱり『比較非妥当』について考えてるのかい？」

「そうです。でも、思いきりがつかなくて」

　花籠は重いため息をついた。顔に被っているマスクに生暖かい息が広がる。7月の酷暑とあいまってじめっとした嫌な感覚が花籠を襲う。

「やはり、黙っておいた方が良いですよね。ここは慎重に」

「いや。……最悪の事態だな」

　チェリーは胃の腐ったようなため息をついた。

「何でですか……？」

「次に葵奴さんが何を言うか考えてみなよ。

　『従って、『他人の為に自らが殺人罪に問われる。それは万人にとって避けたい事であり、それを避けた佑馬はやむを得なかったので、罪はない』ということは必ずしも言えない』だ」

　花籠は息を呑んだ。確かに葵奴の比較を認めれば次に言われるのはそれだ。そうなれば主張が瓦解し、敗北が確定する。

「しまっ……た。つまり、もう逃げられないってこと」

「だね」

　更にもう62秒が沈黙した。

「『比較非妥当』に持っていくしかないね」

「……はい」

「僕が担当する？」

「いえ、いいです。私のお兄ちゃんですから」

　何となく花籠は最後を思わせる台詞を吐いた。胃が猛烈に痛い。据えた胃液が喉を焼く様だ。

「一応、先にテミスに提言してみますね」

　花籠は大きく息を吸った。長く吐いた。

ホァロン「葵奴君の今の発言は『比較非妥当』に相当する。了、申」

　葵奴の舌打ちが聞こえた。どうやら彼女はチェリーの言った通りの事を狙っていたようである。一同の目は銀髪の青年に集中する。

テミス「審議を出すには至らない。未だ論議を期待する」

　花籠の提言はあっけなく却下された。

葵奴「比較非妥当とは可愛げないなあ。どこが非妥当なの？了」

ホァロン「殺人と佑馬さんの見捨てた事はイコールでは有りません。了」

メリィ「勿論そうだよねぇ。イコールでは有り得ないもん。だって例えなんだから。了」

ホァロン「そうね。そして、同様に比較対象でもないの。条件が異なりすぎるから。だって、緊急非難が適応されたりされなかったりする殺人っていうのは日本国憲法に関わる物でしょう。でも、佑馬さんのは法とは無関係だよ。

　更に言えば、葵奴君の例で出てきた殺人者が罪を囚われるのは日本の法廷であって、佑馬さんが罪を問われているのはＮＡＤだよ。条件が違いすぎる。了」

葵奴「が、いくら条件が違おうと、尤も比較として現実と整合されるべき部分はあっているだろ？　私の例示した人物は日本の法廷で裁かれ法によって処遇が決まる。佑馬がＮＡＤで裁かれるのと同じだよ。了」

チェリー「今のはいけません。葵奴さんの例示中の彼は法によって処遇が決まるわけでは有りません。法を参考にする事は有りますが、法だけによって決まるのではないからです。裁判官の裁量にもよる、というのが抜け落ちています。了」

葵奴「うん、君の言うように訂正しよう。テミス？　了、申」

　葵奴は潔くテミスに審議を求めた。彼女の横ではメリィが楽しそうにくすくすと笑っている。

テミス「葵奴、表現曖昧につき減点。

　チェリー、指摘瑣末につき減点。

　チェリー、指摘整合及び主張貫徹につき加点」

　指摘瑣末の方が表現曖昧より減点は高いが、増えた点のことを考えれば今のはチェリーの勝利といえる。葵奴はせこい戦法だといわんばかりに肩をすくめたが、チェリーはそんな葵奴を無視して続けた。

チェリー「更に4前文は比較非妥当です。

　葵奴さんは『私の例示した人物は日本の法廷で裁かれ法によって処遇が決まる。佑馬がＮＡＤで裁かれるのと同じ』といいました。が、佑馬さんはＮＡＤの法廷たるこの本会議で裁かれこそすれ、法を参考に処遇が決まると言う訳ではありません。ＮＡＤにはＮＡＤ法がありますが……」

　其の時だった。急にチェリーの横に無人の椅子が現れた。テミスはまるで生きている人間の様に感情を露にしてガタッと椅子から立つと、チェリーはテミスの視線の先にある無人の椅子を不審気に見つめた。

「何だ、一体」

　件が口火を切る。葵奴も「無人席？なんで？」というが花籠も只、首を傾げるだけであった。

「こんにちは」

　声と共に無人席に一人の少女が現れた。少女は手馴れた感じで椅子に座っている。テミスはそれを見ると「貴方に入室はできません」と告げた。

「……レー……シュ、さん？」

　不意な驚きでかすれた声で言う花籠。葵奴を見ると彼女は只頷くばかりだった。

　その少女の姿は確かにレーシュだった。

「レーシュ！？　この子が！？」

　チェリーが叫ぶとレーシュは青ざめた顔をしてさっと下を向いた。

「この娘がレーシュだと？　ふっ
、大方姿を見た事の有る物が顔を似せて出てきたんだろう」

　そう言って鼻を鳴らす件に葵奴は「あんたが名前かえるのと同じでね」とやじる。

「いいえ、本物のレーシュさんだよ。人柄がこの前会った時と同じだし、何となく雰囲気も同じ。それに、レーシュでもないと本会議に乱入するなんてできっこない。ね、葵奴君」

　葵奴は無言で頷く。

「レーシュ、貴方に許可は有りません」

「あの……ね、テミス。そう……言われると思ったから……ね。私、許可……取ってきたよ。ルシーラに」

「現ルシーラからの許可は下りていません」

「ううん。初代ルシーラから……よ。それに、ミールちゃんにも言っておいたの。だから……ここにいられるんだと思う……よ」

「確かに。私の生みの親のミール女史でなければ私の会議を妨害する事はできないでしょう。レーシュ、貴方の入室を認めます」

　レーシュはにこりと笑うと人工知能に礼を言う。

「レーシュは何の為に来たのですか」

　テミスが聞くがそれを無視して花籠は突発的に叫んでしまった。

「お願い、レーシュさん！　私達を助けて！」

「え……いえ、私、そのつもりで来たのでは……」

「お願い！　どうしても勝たなくてはいけないの！」

「いえ、ですから……もう勝手も仕方が無――」

「お願いですっ！」

　叫ぶ花籠の声はいつしか泣き声に変わっていった。これには葵奴も驚いたらしく「おいおい、どうした、君らしくないな、ホァロン君」とたしなめる。

「……勝っても仕方ないんですよ」

「あるの……私には……」

　レーシュは物憂げにしていたがやがて、「では、少しお時間を……。議事録を読みますから」といって黙った。

　テミスはチェリーに目を移すと短く「続きを」と促した。

チェリー「あ、ああ。じゃあ、最後の行、議事録から読みます。

　『更に4前文は比較非妥当です。

　葵奴さんは『私の例示した人物は日本の法廷で裁かれ法によって処遇が決まる。佑馬がＮＡＤで裁かれるのと同じ』といいました。が、佑馬さんはＮＡＤの法廷たるこの本会議で裁かれこそすれ、法を参考に処遇が決まると言う訳ではありません。ＮＡＤにはＮＡＤ法がありますが……』

　ここまで述べました。続きを述べます。

　ＮＡＤにはＮＡＤ法がありますが、それは被告が有罪か否かを決める判断材料となるものではありません。あれは我々使徒が本会議をする際に守らなければならない決まりなどを述べた物であって、被告が有罪かどうかを決める材料ではありません。従って、4前文は比較非妥当です。了」

　葵奴はしかし、レーシュの登場のせいで気が散っていたらしく、優に44秒考えた後に負けを認めた。

葵奴「わかった。それも認めよう。了、申」

テミス「葵奴、表現曖昧につき減点。

　チェリー、指摘瑣末につき減点。

　チェリー、指摘整合及び主張貫徹につき加点」

　先と同じ判決が下った。

葵奴「以上は分かったが、いづれにせよ私の尤も重要視すべき点『尤も比較として現実と整合されるべき部分はあっている』事は揺るがない。つまり、ＮＡＤで我々がこうして佑馬が有罪かどうかを争う事が既に『見捨てた』ということが必ずしも有罪でないとは限らないという事だよ。その点が私の例と同じく、有罪か無罪かもわからないということだよ。

　従って、私の例は比較非妥当ではない。了。もう議論は十分だね、テミス？　申！」

テミス「葵奴の例は比較非妥当ではない」

「くそっ！」

　チェリーは思わず怒鳴ってしまった。花籠も下を向く。レーシュは未だに議事録に目を通していて役に立たない。

（終わりだ……）

　同時に何人もの人間が同じ言葉を脳裏によぎらせた。

　葵奴は満足気に息をつくと、指を大きくパチンと鳴らした。

葵奴「また、以上により、ホァロン君の主張、『他人の為に自らが殺人罪に問われる。それは万人にとって避けたい事であり、それを避けた佑馬はやむを得なかったので、罪はない』と言うことは一般のやむを得ない殺人が状況次第で有罪にも無罪にもなることと同様に必ずしも言えない。従ってホァロン君の主張は必ずしも真ではない。即ち、ホァロン君の主張は否定され、瓦解した。了、申」

テミス「ホァロンの主張は瓦解した。

　葵奴、本旨の主張瓦解により加点

　ホァロン、本旨の主張瓦解により減点」

件「……決着がついたな」

メリィ「あらら～。佑馬お兄ちゃん殺されちゃったぁ」

「ぐっ！」

　拳に力をこめる花籠。冷や汗がどっと流れる。これで終わりだ……。

レーシュ「あの」

　おずおずと少女が口を開いた。レーシュがパタンと自動で製本されていくヴァーチャルリアリティの議事録を閉じる。

レーシュ「異議、あり……です。了、申、提」

　使徒はざわめいた。

メリィ「レーシュお姉ちゃん、おっもしろいねえ！」

件「お前、それがどう言う事かわかっているのか」

葵奴「申に提を混ぜるって事は、テミスに勝負を申し無って事よ･……あ、事だよ」

レーシュ「ええ、と。端的に言います。ルームメイト帰ってきちゃうし……ここ、怖いし。話さなければいけない事も有るし……」

　レーシュは一つ咳払いをする。手を胸に宛呼吸を整えると、レーシュの目つきが怯えた少女の目から全てを見通すような深遠な瞳に変わっていった。

レーシュ「葵奴さんの比較は日本国の裁判とＮＡＤの裁判を比較した物ですが、本旨の主張を瓦解させる直接の要因として特定の国家事情や思想・宗教を持ってくるのはＮＡＤ法4章4条に反します。従って、葵奴さんの主張は通りません。同時に、ホァロンさんの主張は瓦解しません。

　どう？　テミス……。了」

　滞り無くレーシュは喋った。

テミス「レーシュの主張は認可された」

「なんでよ！　テミス！　君が通したんだろう？」

　憤然とする葵奴。思わずテミスに食って掛かる。

「テミスは干渉レベルＢ以上の事は口に出しません。一々テミスがＮＡＤ法を持ち出して警告していたのでは使徒のレベルが上がりませんでしょう？

　愚痴りますけど、私が現役の頃は使徒は皆ＮＡＤ法をちゃんと理解した上で活用していましたよ。ほんと、アメリカの弁護士が法解釈を軸に戦う様に、ＮＡＤも法を武器に遣り合うのが殆どでした」

　人が変わったようにさらりと流すレーシュ。これこそが伝説と呼ばれたレーシュの才らしいと花籠は感じた。と共に叫喚が起こった。

「レーシュさん！　これで勝ちですね！」

「え……ええ、まあ、ＮＡＤは……」

テミス「賭け点は444点であった」

「うわっ！何ソレ！？」

　青い髪の少年が驚いた声をあげるが件は対照的に整然としている。

「一級の使徒だけが許される権限だ。一級になればなるほどこう言う馬鹿な賭けはしなくなるからな。しかし、だからこそこれはレーシュのみせた余裕だな。なにせ444点だからな」

テミス「尚、葵奴の減点は無い。また、加点はレーシュのみに与えられる物とし、擁護派に与えられる物ではない」

「同じ事だな。レーシュ君がホァロン君の側に立てば擁護派の勝ちだ」

レーシュ「ごめんなさい、葵奴さん。私は擁護派についています。テミス？　了」

テミス「3タームを行っても、点が逆転する可能性は無い。

　従って、ＮＡＤ法12章8条『逆転不可能場合』の処理に基づき、以上を以って今回の本会議を終了する。

　勝利側は擁護派。総合勝利者はレーシュ。

　各自、点を発表する。

　擁護派

　ホァロン　9点

　チェリー　12点

　レーシュ　455点

　総合　476点

　訴求派

　葵奴　7点

　矢内件　3点

　メリィ　5点

　総合　15点」

葵奴「待って！　もし、レーシュさんが来なかったら点はどうなってたの？　了、申」

テミス「……。

　擁護派

　ホァロン　2点

　チェリー　12点

　総合　14点

　訴求派

　葵奴　17点

　矢内件　3点

　メリィ　5点

　総合25点

　この筈だったのである。

　従って、本会議により、被告、矢内佑馬は無罪とし、賠償金1131万円を支払い釈放する。以上で本会議を終える。

　高尚な夜を有難う」

　銀髪の少年テミスははじめてにこりと微笑むと沈黙した。

　葵奴はそれを見ると長いため息をついて「今日は帰るわ、私。もう疲れてしまったよ」と残し、去っていった。

「僕も帰るよ。面白かったねぇ」

「私も帰る。レーシュに会えたのが幸いだった」

　メリィと件の二人も消えた。

「有難う、レーシュさん！　ああ、もう、こんな不自由な体でなかったら思いっきり抱きつきたい気分よ！　ねえ、さく……チェリーさん！」

「あ、ああ。いや、嬉しいけど僕がやったら犯罪だよ」

　おどけるチェリー・桜宮。絶望からの軌跡の復帰に未だ狐につままれたような表情をしている。

「あ、いえ……私は、何も……」

「しかし、レーシュさんって、ほんと、論議の時と態度違うよね」

「はぁ、よく言われます」

「あ、そういえば、何だっけ？　言いたいこと、有ったんでしょう？　それって私に？」

　興奮冷め遣らぬままで聞く花籠。レーシュは「うん……」と唸る。

「何でも無いです。勝って良かったですね」

「うん！」

　レーシュは幸せそうな花籠を見ていられず「それでは私は……」と残すと、沈黙したテミスを憎らしそうに見て去った。

　残された花籠と桜宮はお互いに手を握り合い、奇跡に喜んだ。

　沈黙のテミスはもはや何も語ることなくそんな二人の様子を見ていた。

　Ⅷ

「お帰りなさ～い」

　幼い声がして、丁は後ろを向いた。が、ＮＡＤ用のマスクをしているため、何も見えない。マスクをはずしてパソコンの上に置く。

　丁は白い壁の六畳間に居た。部屋には他に声をかけてきた金髪の小柄な少女と半裸の青年が居る。

「Ｒさん、ちょっとお話ししなければいけない事が……」

　半裸の男を丁はＲと呼んだ。Ｒは丁の後ろにあるベッドの上であぐらをかいていた。少女はＲのひざの上に座っている。

　Ｒは眉を上げると「分かってる。会話は筒抜けだ。要するにそのハナなんとかって嬢ちゃんに小暮を処分する事を告げられじまいだったんだろ？」と言った。

　丁は小さく頷いた。

「でも、良かったの？　それで」

　Ｒのひざに乗っかっている少女が丁に聞く。少女の風貌は中学生といった感じで、明らかに日本人ではなかったが、身体が小柄な為小学生にも見えかねない。彼女の金髪は綺麗で長く、腰まで届いている。また、少女は学校の制服を着ている。典型的なセーラー服だ。

　彼女の名はミールという。丁が知っている限りではＲが6年前に道端で拾った娘だ。どんな経緯があったのか，それは丁には分からない。今は身元引き受け人が預かってくれているが、Ｒに懐いていてこうしてよく彼にじゃれてついている。

　そして何よりミールはテミスの生みの親である。こんな子供が何故あんなにも高等な人工知能を作る事ができたのか、それも丁は知る由もない。

「ミールちゃん、私ね……怖くて言えなかったの。だって、花籠さんは実の妹なんだよ。佑馬さんが亡くなるって聞いたら……」

「……そ、だね」

　ミールは少し淋しいそうな顔をして浅黒いＲの腕にぎゅっと抱きついた。

「さて、と。じゃあ、俺は行くぞ」

　Ｒはミールをどけてベッドに寝かせると、立ちあがって手もとのシャツを着だした。

「……佑馬さんを、ですか」

「ああ、実行部には連絡してる。このままあいつをほっとく訳にはいかんからな。ま、やっこさん、レーシュの乱入で何か事情が違うぞって悟ってもう逃げる準備してる頃だろうけどな。ＮＡＤからは逃げられんよ」

　Ｒはにやりとする。丁は額に手を当てて俯いてしまった。

「お兄ちゃん、リーベお姉ちゃんに言わなくていいの？」

「ああ……。ミール、お前、伝えといてくれたんじゃなかったのか」

「一応、メールだしといたよ、ＶＡＯから。でもケータイに入れといた方が良いんじゃないかなぁ」

「ケータイはマズイだろ色々と。ま、メールだしといたんなら事後承諾って事でいいだろ、うん」

　シャツを着るとＧショックの時計をはめる。準備が整うとミールの頭をなで、丁の頭も撫でてやる。

「あんま落ち込むなよ、丁。仕様がないって。

　ミール、悪いけど、丁になんか飯作ってやってくんねーかな」

　ミールはベッドから跳ね起きるが丁は目で制する。

「いいよ、私、食べたくない」

「食えって。俺と会ったのが2時で、それからなんも食ってねえだろ。その前に食ったのだっていつだか分からんのにさ。とにかく粥でも何でもいいから胃に入れろよ。ほらっ、前に一度食ったろ、アジノモトの粥。レンジでチンするだけのやつ。お前卵味が好きだったろ？　今丁度あるから食っちまえ、な？」

　Ｒに圧され丁は気が進まないながらも頷いた。

「お兄ちゃん。今夜は遅くまで居るね。ミールもお姉ちゃん心配だし、お兄ちゃん帰ってきたら終電なくなっちゃってるかもしれないでしょ？　丁お姉ちゃんは明日大学あるの？」

　丁の横で肩を抱くミール。丁は首を振る。

「じゃ、ルームメイトに連絡しておきな。ミールも小父さんに連絡しとけよ。別に俺はお前らが居る分には一向に構わないからよ。いつも通り隣の部屋で寝ればいい。只、今日は二人同時だからな、一緒に寝てもらうけど、ミールなら小さいから大丈夫だな」

「うん。あ、あと、佑馬さんって人の後釜は誰にする？　急だったんで決まってないよ。こういうのリーベお姉ちゃんしか分からないし」

「なら、リーベからメールのレスが来るのを待てばいいよ。じゃ、行って来る。

　あ、もしかしたらダチから電話あるかもしれない」

　Ｒは玄関で靴紐を結びながら中のミールに向かって喋った。

「え？　どっちの？　あの例の恐竜館に勤めてた何でも知ってるお金持ちそうなお兄さんの方？」

「いや、ほら、あの八王子までチャリこいでた、お前がスポーツマンと勘違いしたやつの方だ。今朝まで電話してたんだよ。で、バイトから帰ってきたらまた電話するみたいな事言ってたから」

「じゃあ、ミール、電話無視すれば良いんだね？」

「ああ、俺がこっちにかける時には一旦ワンコールで切るよ。あと、俺が家でたらちゃんとカギかけてくれな」

　Ｒはそう言い残すとアパートの一室から出ていった。

　白い部屋。どれぐらいの広さがあるのか分からない。あまりに白く、あまりに生活感が無い為、広さが一向に計れない。部屋の中央には巨大な機械の塊がある。家庭用のパソコンなどとは明らかに違い、ある部分は黒い箱に覆われ，ある部分は機械の部品がありのままに露出している。只、一部は家庭用のパソコンと同じで、白塗りのディスプレイが見られた。然しそのサイズは大きく22インチはある。

　ＮＡＤ二期二代目ルシーラ小暮佑馬はそのディスプレイの前に座っていた。ＮＡＤ本会議は一時間も前に終わっている。本会議にレーシュが乱入してきた事から佑馬は既に自分の運命を悟っていた。

（逃げても無駄だ）

　佑馬は目の前の巨大なコンピュータを見上げた。目の上に大きな銀のプレートが掲げてある。そこには緑色の文字で『知によって裁かれる』と書いてある。佑馬の書いたものではない。恐らく初代の頃から有った物だろう。

「知の制裁か。はっ、良く言うね。僕は今から血の制裁を受けるのだ。

　でも、もっと楽しみたかったなぁ」

　そう言って右手に握られた短銃を見つめる。

（どうする？　どうせ処分されるならいっそ今ここで……）

　佑馬は銃を頭に押し付けた。が、一向に己の指は動いてくれない。佑馬はため息をついて銃を降ろした。

　其の時白い部屋の扉が開けられた。佑馬はゆっくりと後ろを向く。が、闖入者はそんな佑馬の余裕を全く無視して飛び掛ってくる。佑馬は振り向く事もできぬまま銃を奪われた。そして他に武器がないかを調べられた。

「僕はルシーラだよ？　それを知った上での無礼かな？」

　一応抗議はしてみるものの、佑馬を取り押さえた背広の男達二人は物一つ言わない。どうやら二人の内の一人は外国人のようで佑馬が何を言っているのか分かっていないらしい。

　佑馬は抗議を諦めて男達から入り口へ目線をずらすと、入り口の陰から一人の男が現れた。

「お、もう危険はないかな？」

　男は佑馬を取り押さえている二人より小柄で細身であった。

「……？」

　二人の男は男の言葉に答えない。

「あ、そ～だっけ。一人は中国人でもう一人はアメリカ人だったっけか」

　男はそう言うと日本人訛りの英語で話し出した。

“It’s safe? You, two, have berived his arms?”
“Yes, Rusila.”
　アメリカ人の男は佑馬から取り上げた銃を男に見せる。

“OK. Good work. And, you may leave.”
“Yes, but… If this guy runs amuck…”
“Hey, what does “run amuck” mean?”
　手のひらを天井に向ける男。アメリカ人は慌てて修正する。

“Ah, I mean if he acts violently…”
“Oh, yes. I got it. Ah, it’s a—OK. Of course, I’m not stronger than you. But, I know I AM than he, you know.”
“Sure. Now, we’ll be around when you need us.”
 アメリカ人の言葉に頷く男。すると佑馬を取り押さえていた二人は佑馬を離し部屋を出ていった。

「と、いうわけで、晴れて二人きりですね、小暮さん。挨拶が遅れたけど、俺が初代ルシーラです。廻りはＲって呼ぶからそう呼んでも良い」

「君が初代……？」

　佑馬は意外そうな顔をした。もっと年長かと思っていたのだ。にもかかわらず現れた男はまだ２０代そこそこだ。

「そ。まあ、挨拶はこのくらいでいいっスね。まあ、とにかく、小暮さんの今回の行動は目に余る物があるわけです。まあ、幼女虐殺は俺の分野じゃないからそれは良いとしても、ＮＡＤでありもしないことでっち上げた罪は重い。解かりますよね？」

「……それで初代自ら僕の処分に、というわけか」

　佑馬の言葉にＲは鼻で笑う。

「ばれないと思ってたんですか？　それともこうなると解かってやってたんですか？」

「率直に言うと『そんな事考えても見なかった』だ。始めは只何となくだよ。いや、全てが只何となくだったのかもしれないな。矢内先生の娘さん、美鈴ちゃんって言うんだが、可愛い娘でね。写真，見たかい？」

　Ｒは自分では吸いもしないタバコを取り出すと「マイセンの１ｍｇ。軽くて嫌かもしれないけど、もし良かったら」と言って佑馬に見せる。

「有難う、もらうよ。丁度手持ちがきれてたんだ。僕はメンソール好きだがこの際贅沢は言わない」

　佑馬は口にくわえるとＲは火をつけてやる。

「……初代は随分と人柄が良かったんだね」

　佑馬の言葉にＲは自嘲気味に笑う。

「美鈴ちゃんは見ましたよ。使徒に配られた情報に載ってた生前の写真と、ビデオクリップ。それと、貴方にバラされた方のもね。確かに可愛かった。うちのミールほどじゃあないですがね」

「彼女の事は5年前から知ってた。まだよちよち歩きだった頃からの知り合いだったんだよ。だから彼女は僕に良く懐いていてね」

「それだけに壊した時はさぞや興奮したでしょう。ほら、でっかく作ったレゴのブロック城は、それがでかければでかいほど壊した時の快感や哀愁や後悔が大きい」

「全くだね。彼女は僕を本当の兄の様に慕ってくれていたからね。それだけに……何て言うのかな……一世一大の……」

「大イベント？」

「そう！　そんな所さ。　イベントは首尾良く終わってくれたよ」

　佑馬は回想に浸っていた。Ｒはそんな佑馬を引っ張り出す様に質問を続ける。

「ところで、貴方には妹さんがいるみたいですけど」

「彼女が使徒だと言うことを知ってたかどうかと聞くんだね？　勿論知っていたよ。彼女が今回の本会議に呼ばれたのも無論、僕の仕業だ。ああ、桜宮……チェリー君もね」

「いえ、そんな事聞きたいんではないんですよ、先生。妹の花籠さんもいづれバラそうと思ってたかどうかを聞きたくてね」

　それを聞くと佑馬は一旦「ふむ」と唸って答えた。

「じゃあ、君はさっき言ってたミールちゃんをいづれ玩具にするつもりかな？」

「さあ、俺は貴方とは違いますからね。ま、どうせ死ぬ貴方には言っても良いか。うん、正直言うと俺も貴方と同類だ。気持は解からんでもないですよ。けどね、例えばミールや丁で試す気にはなりませんね」

「どうして？」

「俺にも仮面が何面かありましてね。丁と接している時に被る仮面、ミールと接する時の仮面、それぞれ仮面があるんですよ。で、その仮面は貴方が持っているような趣味を持っていないんです」

「なるほど、じゃあ、僕と同じだよ。花籠には僕は『優しい佑馬お兄ちゃん』だからね。死んでもそれは変わらない」

「でも、貴方は美鈴ちゃんの前で妹さんに対するのと同じ仮面を被っていたのに、何で彼女だけを？」

「簡単な事だよ、初代さん。要するに偶々演じる余裕がなくなった瞬間に彼女が手近にいたってだけの話し」

「成る程」

　大きくＲは頷いた。

「あの娘は運が悪かったんだろうねえ。偶々僕の発作が起こった時に、更に偶々妹よりも先に僕の頭の中に現れてしまった、只それだけのことだったんだ。それに折り良く矢内先生が美鈴ちゃんを遊びに連れ手ってくれといってきた。そして、同時に菅原の処分も会った。僕は驚いたよ。こんなにも早くチャンスが巡ってくるなんてね。

　その後はもうなんだろうね、童心に返ったよ。あれこれと画策してさ！　優ちゃんっていう美少女を見つけてこれも僕の計画に加えた。ＮＡＤ刺客のワンやバイフゥ達も上手く騙してね。それで皆で遊んでやった。

　優ちゃんはあまり面白くなかったんだ。やはり今まで大切にしてきたものだからこそ壊しがいがあるんだよ。美鈴ちゃんは良かったよ。ああいう時、人って現実から目を背けてしまうんだね。美鈴ちゃんは僕にされている事を悪夢だと思っていたみたいだった。ずっとずっと僕を信じながら、突如身体に起こった理解できない耐えられない痛みと苦しみを味わっていったんだ。死ぬまでずっと、ね」

　そこまで捲くし立てると佑馬は煙草を吸い、長々と煙を吐いた。

「そりゃまあ、羨ましい限りですな。ま、いづれにせよ俺はこの世界じゃそんな事はしませんけど」

「君もどうなるかわからないよ、初代さん。ほら、君にもあるだろ？　思い出してみなよ。目の前で、自分の腕にさ、一生懸命しがみついて離れようとしないこの小さな小さな自分だけのお姫様を見てさ、ある瞬間今までの自分とはまるで正反対の自分が一瞬、ほんの一瞬だけ顔を覗かせる、そんな時が。

　そんな時、ふっと、その小さなおんなのこの小さい手に目が行く。ああ、この細い指にちょっとだけでも反対の向きに力をぎゅっといれたらどうなってしまうかなぁ？　泣きだすこの娘の手を握ったらすぐにでもつぶれてしまうのかな。そうしたら今度はどんな声で哭くのかな？　……とか、ね。

　そしてふっと現実に戻る。が、戻った時には今まで彼女の髪を撫でていた筈の己の手が彼女の小指にふれようとしている。

　思わずはっとして手を引っ込める。冷や汗がどっと流れる。俺は今何をしようとしたんだ……？　思わず青くなってしまう。

　そして、それでもそのお姫様はこっけいな俺の様子を見て無邪気に微笑みかけてくれるんだ……」

「そして、皮肉にもその微笑みこそが黒い好奇心を具現化させてしまう、と」

　Ｒの言葉に佑馬はにっこりと笑って答えた。

「君は素質がある。その天使のような微笑みで普通は邪気が抜けてしまうんだ。が、君は違う。初代さん、君とはこんな形では会いたくなかったな」

「で、結局貴方は花籠嬢をも手にかけていたかもしれないと思いますか？」

「ああ、そうだね。

　彼女がどこで僕の中の黒い好奇心の封印を解いてしまうかは解からないがね。

　封印のカギはチンケな物かもしれないよ。例えば、風呂上りのあの娘の髪の匂いかもしれないし、階段を駆け上がるあの娘が無意識に見せてくれる下着の色かもしれない。

　そんなチンケなものが僕の封印を解くかもしれないよ」

「そうですか」

　言うとＲはポケットから小銭でも出すように銃を取り出した。

「これは慣習みたいな物でしてね。ルシーラの始末はルシーラがつけるんです。まあ、ルシーラは何人か歴代が居ますが、基本的には俺が。これで俺が殺すのは四人目です。ＮＡＤ以外と合わせてね。

　あ、手数ですが、小暮さん、間違ってＮＡＤのホストコンピュータを撃つとまずいので壁際に行ってくれませんか？」

　佑馬は暫し黙って座っていたがやがて椅子から立ち上がった。

「ああ、いっときますが、変な気は起こさない方がいいですよ。俺も貴方をルシーラと認めてるからこうして言葉遣いもやや丁寧にしているわけですし、いきなり撃たず話を聞いたりしたんです。

　ルシーラには情けない死を遂げて欲しくないんですよ。だから、俺に向かってこようなんて思わない事ですね。ドアの向こうの二人は俺より強い筈ですが、俺も実はちょっと喧嘩には慣れてましてね。適当に格闘技が使えますから貴方に勝ち目はありませんからね」

「……ところで」

「はい？」

「あの、藤間優ちゃんはどうなった？　彼女は生きていた筈だ」

「ああ」とＲは思い出した様に呟いた。

「ええ、生きてたらしいですね。レーシュのメモが教えてくれました。すぐ病院に運ばれて手術したみたいですが、女としての機能は失ったらしいですね。永久歯も何本か折られていたみたいですし……。まあ、端的に言うとぼろぼろです。自殺するでしょうね、思春期になったら」

「そうか。彼女にも美鈴ちゃんほどじゃないが、良い処置を施しておいたからね。結果が気になったんだが、あの娘が思春期になるまでどうやら僕は生きられそうにないからね」

　言って佑馬は楽しそうににやつく。しかしＲは整然として言い返す。

「でもまあ、あの処理の仕方じゃ勿体無いですよ。どうせ人一人殺すんだ、もっと有意義にしなくちゃあ」

「わかってるよ。けどね、如何せんあの時道具を持ってくるのを忘れてね。それに時間も余りなかったんだ。僕は本来は芸術思考が強いタイプだからもっと綺麗に仕上げたかったんだよ」

「そりゃあ、貴方も報われないでしょうね。結局自分の命と引き換えになる事件だったのに。俺はもっとやり口が動物的ですけど、それでも上手くやれたでしょう。貴方のやった事を見ると甚だそこにいなかったのが悔やまれてなりません」

「うん、僕もそこが後悔して止まないんだ。もっと凄惨にしたかったなあ。僕が凄惨だ！と叫べるぐらいに」

　疲れたように首を振る佑馬。

「まあ、お話はこれぐらいにしましょうか」

　Ｒは静かに宣告した。

　佑馬は暫し下を俯いて何かを考えている様だった。冷や汗が床に落ちる。

「……まあ、ゆっくり祈っていていいですよ」

　優しげに言うＲ。すると佑馬はＲを一瞥し、ゆっくりと壁際に歩いていこうとする。

　――パン、と乾いた音がした。

　佑馬は何が起こったのかわからない顔をしてＲの方を振り向く。続いて胸を見ると2秒ほどして血が流れ出す。佑馬はまだ壁に届いていなかった。

「何で……」

　肺を貫かれたらしい。喋るだけで激痛が増し、呼吸もできない。

「いや、前例がありましてね。どうしても人間往生際が悪いもんで、どうにか策を練って抵抗してくるんですよ。でも面白いもんでしてね。『壁まで歩け』っていったら『取り敢えず壁に歩くまでは殺さない』なんて勝手に解釈するみたいですね、皆さん。そして、皆さん最後の抵抗ってやつは大抵死ぬ直前にやるもんなんです。小暮さんの場合、壁際に行ってからということになりますね。

　私ね、貴方もきっと何かするだろうと思いましたからね。椅子に座ったまま撃つといったらきっとコンピュータを盾に取ったりしたでしょう。壁に着いても何かしらする筈だった。だから『取り敢えず壁に歩くまでは殺さない』なんて誤解を植えつけてあげたんです。俺、頭いいでしょう？ま、これも頭だけでなく経験ですがね。勿論だまし討ちというならそれでも構いませんが、どうです？　上手く人間心理をついているでしょう？」

　Ｒは銃を指にはめてくるくると回しながら悦に入っている。佑馬は何か言おうとしたが肺が貫かれていて上手く言葉が出ない。

「いさ……ぎ、よい……死を……させる、んじゃ……なかっ……た、のか」

「今、貴方十分潔いですよ。素直に撃たれてくれましたから」

「くそ……っ。もっと、いろ、いろ、やり……い……のに」

　Ｒはもう一度引き金を引いた。が、弾は見事外れ、佑馬の向こうの白い壁にめり込んだ。

「うわっ、格好悪ぃ～。ミールやリーベが居なくて良かった～」

　Ｒはバツが悪そうに笑った。佑馬はやがて地面に崩れ落ちた。

「さて、と。帰ってミールに飯作ってもらうかぁ。あ、あいつから電話あったかなあ。ま、いいや。居なかったことにしとくか。状況が状況だしな」

　部屋を出るＲ。出たところには先の背広姿の外国人二人が待機していた。Ｒは男に銃を渡すと「じゃあな」と日本語で言って去っていった。

　Ⅸ

「ねえ、ミールちゃん」

　アパートの一室で丁は粥を食べていた。Ｒが行ってから暫くは拒んでいたのだが、後々Ｒに説教されるぐらいなら食べた方がいいだろうと思って無理やり食べることにしたのだ。

「赤であり青である色って紫だと思う？」

　言われたミールは不思議そうな顔をして丁を見た。

「何でミールに聞くの、そんなこと」

　丁は「いい、何でもない」と返す。丁度其の時家の玄関ベルがならされた。

「あ、帰ってきた」

　ミールは食卓の椅子から立ちあがるとすぐ側の玄関のカギをあけた。ドアから行きと変わらぬ姿のＲが入ってくる。

「よ、只今」

「……どうでした、Ｒさん」

　具合の悪そうに尋ねる丁。Ｒは言いにくそうに告げる。

「ま、首尾良くいった」

「そうですか……」

「あ、そうだ、ミール。俺，腹減ったよ」

「うん、何か作るね」

　ミールは玄関から1ｍも離れていないキッチンに立って手を洗い出した。Ｒはミールを見ながら佑馬との会話を思い出した。

「なあ、二人ともさ。もし、俺の中にお前らを傷つけるような思考の奴が居たとしたらどう思う？　その上で俺はお前らを守りたいと思ってるとしたら、そんな矛盾を持ってる俺はなんだと思う？」

　丁は蓮華を動かす手を止めてＲを見つめた。

「青でありかつ赤である色は紫では有り得ないと教えてくれたのは貴方ですよ、Ｒさん」

「そうだよ、お兄ちゃん。だからそれは矛盾にならないの。その二人のお兄ちゃんは同時に意識上に現れる事はできないからね」

「だから、例えＲさん全体の中に二つの相反する思想があっても矛盾しませんよ」

「そうか」とＲは頭を掻く。

「でも、俺の中のどちらか一方が強かったらどうなる？」

「青になるか赤になるか、或いは赤紫になるか青紫になるか、です。

　どうしたんですか？　これも貴方が教えてくれたんですよ」

　Ｒは席に着くと丁をじっと見返した。

「じゃあ、お前は何が青で何が赤なんだ？」

「え？」

「外まで聞こえてた。俺の赤はお前とミールを傷つけるものだとして、俺の青はその逆だとする。今のはそういうテーマだった。じゃあ、お前はさっき何をどちらの色になぞらえてミールに質問していたんだ？」

　丁は答えに詰まって、粥を一啜りした。

「……小暮の処遇か？」

　然し丁は黙って首を振るだけだった。

　冷蔵庫から材料を取り出して野菜を切っていたミールは二人のやり取りを聞いて不意にくすくすと笑い出した。

「ああ、多分、お兄ちゃんには当分わからないと思う。

　“To delay or not to delay”
　――でしょ？　お姉ちゃん」

　丁は俯いて蓮華で粥をすくっていて何も答えなかった。Ｒが一人怪訝そうな顔をしていた。

　Ⅹ

　2005年7月19日。

　佑馬と同じ大学に進学した花籠は付き合って半年になる彼氏の桜宮と大学のカフェテリアで昼食を取っていた。

　二人はいつもの様に談話をしながら50分しかない昼休みをやりくりしていたが、桜宮が時計を見た時、彼の表情が変わった。

「どうしたの？　昼休みもう終わり？」

「いや……。時計のカレンダーの方だよ、気になったのは。

　……あれから一年、か……って思ってね」

　花籠は箸を動かす手を止めた。

「そうね……」

「あ、悪い。言わなきゃ良かったな」

「いいよ、別に。

　結局お兄ちゃんは帰ってこなかった」

「でもさ、ＮＡＤには勝ったんだからさ、生きている筈だよ。それだけは間違いない」

　花籠は目をつぶって佑馬の姿を思い出していた。佑馬もこの大学に通っていた。今、自分は同じ大学にきている。それだけで少し佑馬のことを考えるのに集中ができる。

「1131万円も貰ったんですもんね。お金には困ってないだろうし、きっと海外で人工知能の研究でもしてるのよ。いつか帰ってくるわよ」

「そう、だな」

　桜宮は同意するとコーヒーを啜った。

「あ、ところで今夜も本会議があるんだったよな」

「うん、貴方はお呼びがかからなかったんでしょ？」

「ああ、運が無かったな。去年の今ごろだったっけ？　ルシーラが変わってさあ。あれからだな、本会議にお呼びがかかるのが減ったよ」

　愚痴をこぼす桜宮。花籠もそれに同意する。

「……何でかなあ」

「ルシーラに気に入られてないのかもな」

「かといって前のルシーラに気に入られてたとは思えないけど。別に知り合いってわけでもないし」

「いやぁ、意外と向こうはこっちのこと知ってたかもよ？　ほら、ウチの教授とかさ」

「何言ってるの。去年は私、高校生よ」

「そっか～。じゃ、偶々、か」

「う～ん、それより使徒の数が増えたからかもしれないね」

　花籠はランチを食べ終えて紅茶を飲んだ。カフェテリアから窓の外を見ると『西五号館』の大きなビルが見える。ガラス張りの窓で鏡のように映るので光の照り返しが激しい。

「暑いねぇ」

「そうだな」

「……。お兄ちゃん、まだ在籍してるの？」

「一応ね。長期休暇になっているよ。矢内先生もあれから暫くは出てこなくなったからな。もう研究室はごった返しだよ。花籠、お前はいいよな、大学部は楽だろう」

「まあね、お気楽大学生よ」

　花籠はそういうと紅茶を飲み干し、トンとテーブルに置いた。

「ところで、問題です。白でありかつ黒であるような色は灰色でしょうか？」

「へえ、久しぶりだね？　

　……答えはＮＯだ」

　桜宮もコーヒーを飲み終えた。

「どうして？」

　花籠は肘をついて桜宮の顔を覗きこんだ。

「説明できないな」

「何で？」

　桜宮は口の端を上げると空になったコーヒーカップを指差して返す。

「それを説明するにはもう１杯分の時間が必要だからだ」

　丁度その時、授業五分前を告げる予鈴が大学中に鳴り響いた。

　花籠は小首を傾げながら可笑しそうに微笑む。そして銀髪の青年の口調を真似ながら桜宮の唇に軽くキスをした。

「高尚な昼をありがとう」









　　　――――了
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